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   午前10時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の欠席の届出議員は、11番菊池由紀夫君

であります。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問 

○議長（浅沼幸雄君） 次に、日程第１、一般

質問を行います。順次質問を許します。４番

佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君） 佐々木敦緒でありま

す。水田活用の直接支払交付金の拡充・見直し

について及び除雪対策の２点を、市長に一問一

答方式により質問します。 

 さて、一般質問、議員が、市政全般の執行状

況や将来の方針等を市長に直接ただす。つまり、

市長が市民のために適切な市政運営をしている
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のか、業務監査機能、そして政策提案機能と認

識しております。 

 私はこれを心に質問書を練り上げ、通告後、

市職員のヒアリングに応じるも、これまで質問

と答弁がかみ合うことは少なかった。多田市長

には自らの言葉で臨まれ、市民に希望を与える

首長たることを期待するものであります。 

 除雪対策、平成30年12月の定例会では、鳥獣

被害対策と併せて質問しています。このことに

ついて少し触れさせていただきます。 

 岩手県は県内に生息するシカの数を10万7,00

0頭、遠野を含む北上高地南部地域は８万7,000

頭と、平成30年の調査により推定した。１年間

の駆除の数は、県全体で２万5,000頭、本市遠

野市では約4,000頭の実績。これでは減るはず

もなく、想像を超える勢いで増え続ける。その

とき私は和歌山県で実績のある、夜間、銃によ

る猟や、草地へ囲み罠の設置、あるいは鳥獣捕

獲アドバイザーの委嘱も提案した。私の提言は

活かされているのでしょうか。 

 さて、去る1月24日、26日の両日、東北農政

局から水田活用の直接支払交付金の拡充・見直

し案の説明があった。私は昨年の11月に、この

見直し情報を得たとき、遠野の農業に影響が大

きい重大な事案と認識していた。北海道や青森

県などでは対応が素早かった。見直し案の情報

を得てすぐと認識しておりますが、国や関係機

関に受入れはできないとの要望活動を行ってい

る。 

 本市では先頃、農業再生協議会の臨時総会等

を開催し、遠野市の生産者の総意により反対す

ると要望書の提出を決めた。市議会も産業建設

常任委員会で見直し案は撤回することの意見書

案を練り上げ、政府へ提出することを本会議で

議決した。国で示す交付金の拡充・見直し案、

市長はこれをどのように捉えておいでか、お伺

いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  私も議会に臨むに当た

って、同じような思いで本日まいりました。答

弁を始める前に、つい５日前、ウクライナ、ロ

シアが侵攻しました。本当に悲惨な状況が伝わ

ってきます。人災、天災、様々なことに悩まさ

れながら、市民は生きていかなければいけない。

本当にこれは大変なことだと思います。東日本

大震災経験をした我々としては、一刻も早く解

決して、平和に暮らせるような日々が来ること

を願わずにはいられません。まずそのことを最

初にお話ししたいと思いました。 

 そして、敦緒議員の質問です。11月、市長に

就任しまして、すぐ全国市長会ございました。

まずこの問題っていうのは早く情報が入ってお

りましたから、様々な要望とは別に私もあらゆ

る機会にお願いをしてまいりました。ゆゆしき

ことです。多年生牧草の基準単価を３万5,000

円から１万円にする。そして水田、５年に一度

の水張りをする。遠野の農業は57％畜産、牧草、

転作については50％です。これは死活問題です。

遠野にとって耕畜連携の農業を進める上で、と

んでもないことだというふうに認識しておりま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  私は４度開催された

交付金の拡充・見直し案の説明会に３度参加し、

その都度強く反対意見を申し述べました。資料

では、令和４年度農林水産省の予算概算決定額

は前年度同額3,050億円確保とある。見直す必

要がどこにあるのかと不思議に思った。 

 説明会の目的は様子見もあると察し、先ほど

市長も答弁でお話しされましたが、５年に一度

米を作れと言われても、中山間地帯はほとんど

が10アール未満の小水田、畜産農家は牧草やデ

ントコーンへの転作、これを大型機械で作業す

るには畦畔を外すしかない。 

 また、畜産専業農家には田植機もコンバイン

も既になくしている。米を作れと言われても無

理なこと、国の案は机上案、現場では出来かね

ることを押しつけるもの。県選出国会議員へも、

この旨申し入れる用意もあると強く抗議したと

ころでございます。参加者農家も同様の意見で
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あった。 

 農政局の職員は本庁農林水産省へ伝えると話

されたが、その後の経過は伝わらない。近頃、

国会では見直しの激変緩和など追加的な策を考

えるよう政府に迫る。あるいは見直し自体を白

紙とするよう求めるなど、活発な動きが新聞紙

上で見られる。 

 市長は今回の事案、市民の代表、農民の代表

として、どのような行動を取られたか。先ほど

少しはお伺いしましたが、また今後、どのよう

に立ち向かうおつもりか、お考えをお伺いしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  まずはじめに反対の立

場で、しっかりと意見を言い、白紙撤回を求め

るということをお伝えします。 

 11月に市長になって以来、鈴木財務大臣、先

日は公明党の参議院議員の方にもお会いしまし

た。そして副知事、知事、直接申し上げました。

副知事については、遠野からしっかりと反対で

あることを公表し、各市町村市長会にもその同

調をお願いしていきたいということを申し上げ

ましたところ、それは賛成だというお言葉を頂

きました。それによって、様々な機会にチャン

ネルを増やしながら、反対の意見を陳情してお

ります。 

 しかしながら、良い答えはいまだに頂いてお

りません。非常に残念であります。一市町村が

立ち向かうということは大変なんですけれども、

小さなところから声を上げて、しっかりとそれ

が日本中に広がるように。遠野市だけではあり

ません。他の市町村とも協力しながら進めてい

きたいというふうに考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  力強い御答弁をいた

だきました。今後も継続して、そのようにして

いっていただきたいというふうに思います。こ

の見直し案によって、畜産市遠野の農業は危機

に直面する。市長もそのように受け止めている

ようでございますが、本市の水田面積は2,528

ヘクタール、転作面積は1,323ヘクタール、こ

の中で飼料作物への転作は620ヘクタール、そ

のうち販売あるいは畜産農家と供給契約を取り

交わし、水田活用の直接支払交付金10アール当

たり３万5,000円の交付を受けるのは571ヘク

タール。 

 これが見直し案では、先ほどの答弁のとおり。

２万5,000円も減額され、１万円になる。牧草

の種を播種した年のみ３万5,000円が交付とな

るものの、見直し案を基に試算すれば、毎年受

け取っていた交付金は、遠野市全体で１億円以

上も減る見込み。農地を集積して大規模に経営

し、転作に協力する農家ほど大打撃を被る。そ

ればかりか、農業資材や化成肥料の販売店など

商工業者まで影響が及び、市全体の経済が低迷

すると推測される。 

 さらに転作水田は５年に一度の水張り、米の

栽培が条件となる。中山間地域では農地の集約

ができていないため、大豆や麦と米のローテー

ションは極めて難しい。畜産農家は、米を作っ

た秋に永年生牧草の種を播種しても、翌年は収

穫ができなく、２年間牧草の供給が止まる。 

 国は家畜の餌対策を見落とした上に５年間に

一度も作らない農地は、水田台帳細目書から除

外し、交付金の対象から外すとの計画。畜産農

家はこう話す。「賃貸料を支払えば採算が合わ

ない。借りている農地は返して、牧草の供給は

自己所有地のみにする。牛の餌の牧草が減るの

で頭数を減らすしかない」と。 

 また農地を返される農家は高齢者が多い。耕

作放棄地の増加へと進み、土地改良区の維持管

理への影響等から農地は荒れ、永遠の日本のふ

るさと遠野の景観は一変すると私は危惧する。 

 この見直し案はどうにかして阻止し、あるい

は見直し案の見直しを、国や県選出国会議員に

継続して訴えることが必要と私は考えます。市

長はこの見直し案によって実施された場合、遠

野の農業、農村がどのようになるとお考えか、

御所見をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 
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   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  ただいま議員おっしゃ

ったとおり、これはとんでもないことですから、

様々な経費、例えば農業機械もそうです。飼料

もそうです。借りている賃料、これもそうです。

経費に圧迫されます。しかもこの、燃料が高騰

してるときにです。 

 そして、それならば農地を返してしまう。こ

ういうことになってしまいます。そして、さら

に粗飼料が減ります。畜産業、本当に遠野の中

では中心的な農業、それにも関わらず餌が減る

ということです。こういう悪循環を招いていく

ことは、政策として本当によくないと私は思い

ます。 

 そして、播種をした場合、３年目ぐらいです

か、適正に取れていって８年まで取れる。それ

を５年でやめてしまうということは、結局いい

ところで一回駄目にしなさいと。農家の人は、

自分が一生懸命土に手をかけたら、それを無に

されることが一番嫌なんじゃないでしょうか。

これは本当に大きな問題であります。 

 また、ブロックローテーションを考えて、

様々作物をこうしよう、ああしよう考えていま

すね。これも土に手をかけるわけです。この効

果もなくしてしまえということです。これは本

当にとんでもないことだというふうに考えてい

ます。 

 また、土地改良区、これは皆さんの様々な苦

労で成り立っているわけです。土地改良区が成

り立たなくなるんじゃないかと。つまり放棄地

が出る。負担金を払いたくない。こういうこと

になる。中山間に関すること、多面的機能に関

すること、全てに影響が出てきます。つまり、

何とかそれで頑張って地域も農業も守ってきた。

この糧が外れる。そういうふうになっていく。

つまり衰退に向かうというふうに考えています。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  これまで遠野の農家

は交付金を活用し、転作に最大限協力してきた。

にも関わらず、昨年の米価は１俵を１万円を下

回る大暴落。悲惨なところへ、今般、国は一方

的に制度を見直しして、受入れを地方公共団体

や地方自治体や農業現場に迫る始末。農家の怒

りは極限に達しています。これに近年のシカに

よる被害も重なり、営農意欲をなくしたとの声

が聞こえる。 

 農業委員会等に関する法律第38条第１項には、

必要と認めたときは農業施策を計画立案して、

関係地方公共団体等に意見書を提出しなければ

ならないと規定されている。今、農業現場に押

し寄せる荒波を鑑みれば、農業委員会から意見

書が提出された、あるいは何らかの提言・報道

があったと推察します。その内容とそれに基づ

いて、市長は今後どのように対応するおつもり

かをお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  本年１月に農業委員会

と意見交換をいたしました。これはもう言うに

及ばず意見は同じであります。したがって、遠

野市、遠野市議会、同調して、農業委員会も同

じ考えであるということでしたから、特に意見

書の提出については行わないということでござ

います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  意見交換をしたから

それでよしというふうな御答弁でございました

が、意見書の提出はなかったと。農業委員は農

業現場に精通する認定農業者を半数以上にしな

ければならないとの規定に基づき、市長は農業

の専門家、認定農業者の数を確保した19名を議

会の同意を得て選任していますから、農業施策

の意見書、その内容を期待し、お聞きしたとこ

ろでございます。 

 次の質問に移ります。 

 除雪対策、平成30年に続いての質問でありま

す。 

 市道の総延長、その時点で1,306.9キロメー

トル。遠野市から広島県までの距離、この維持

管理や除雪作業に従事される土木建設会社、市
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職員の皆様には心から感謝とお礼を申し上げま

す。 

 さて、除雪、市民の皆様から多くの声が届く。

それを踏まえ、状況把握に努めており、これに

照らして質問します。 

 国道や県道、昼夜を問わずの除雪により県民

の足を確保している。私はこれを高く評価して

います。降雪が少なくても、早朝、融雪剤を散

布している。本当に感心します。市道の除雪、

夜間や早朝ばかりか、この冬出動が少なかった

ように思う。そのため圧雪となり、深いわだち

ができた。それにはまり、スピンして道路の外

にはじき出される車も多かった。歩行者の転倒

も目にした。すれ違いができないところもあり、

「いつもの年と違って、この冬の除雪は不親切」

と市民の声が聞かれました。 

 これは雪が降っても除雪の基準となる深さ10

センチに満たない日が多くて出動が少なかった

からか、または除雪費が不足し出動を控えたの

か。土木建設業者が減り、除雪担当路線が増え、

回り切れなかったのか。はたまた安全対策のた

め夜間は作業を控えるとの市の方針なのか。急

にこのようになったのはどうしてか。その要因

をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  11月に市長に就任して

以来、当然冬のことも気になります。除雪計画

というのがございます。遠野市はもちろん雪も

降ります。寒いです。除雪というのは、もうこ

こ何十年、それこそ市が手がけてきたことでご

ざいます。当然しっかりした計画の下に進めら

れていると私は思いつつも、今年の除雪につい

てどのような形なのかということを確認しまし

た。 

 業者は17者、１者減ったということですね。

距離に関してはほぼ同一、基準についてもほぼ

同じです。これまでの費用、今回補正もござい

ます、１億8,000万円でございます。決して小

さい額ではありません。回数も減るということ

はありません。積雪量、これも多いとき、もっ

と多いときがたくさんあります。そのときに幾

らぐらいかかったかっていう経費を見ますと、

今年ほどかかっていない部分もあります。様々

な高騰というのはあるかもしれません。しかし、

私もちょっと不思議に思っていたことがありま

す。 

 この質問は、昨日今日の問題じゃないはずだ

という認識が、当然雪国で育ち、行政をつかさ

どるとすれば考えます。いや、今頃の話じゃな

いだろうと。そしたらば、平成30年12月に、議

会で議員が同じ質問されていました。そのとき

に本田市長さんがきめ細かな配慮をするという

ふうにお答えだったと思います。当然そうだと

思います。 

 その中で、じゃあ出された課題はどのように

なったのかということを担当課と確認しました。

つまり、その後の課題解決、これにかかる話と

いうのはないんですね、実際には。これまでど

おり、従来どおり計画があるということで、そ

のとおり計画をする。そして１億3,000万円の

予算を確保しておき、そこに今回足りない、だ

から5,000万円という形でやるということでし

た。 

 私は、これに関してなぜ同じ質問するんだろ

うかということが違和感があったもんですから

考えました。つまり、この問題が出た、どうし

て除雪がうまくいっていないんだというとき、

しっかりと除雪は行政だけではまず無理です。

地域やグループでやる、そういうことも考えな

ければいけません。予算も考えなければいけま

せん。 

 したがって、夏に除雪に対する大作戦会議を

やろうと思います。そして、この路線あの路線

いろいろ出てきます。恐らく路線に関する除雪

や道路の苦情というのは、道路に関する苦情が

400件年間あります。除雪に関する苦情は200件

です。600件もの苦情が来ています。 

 これを議会の中で、あの路線をどうするんだ、

この路線をどうするんだと。それは600件の路

線を議員各位からお話を頂いて、話合いをして

いくのかということになると、これは本当に大
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変だと思います。しっかり夏に各路線に関する

考え方、これを意見交換をして、そして、地域

やグループもしくは企業、この方々も交えて除

雪に対する会議を開催して、遠野市の除雪計画、

これを見直したいというふうに考えています。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  御答弁は頂きました

が、やっぱり市長もまだ現状はしっかり、それ

ぞれの現状を認識しておられないというふうに

感じました。「今年わだちにはまり、ハンドル

操作が不能となり、道路からはじき出され、川

に落ちはしないかと硬くなって運転した」と市

民の声。除雪作業の遅れは市民を危険にさらす。 

 市では積雪等路面状況把握のパトロールを下

に、委託業者に連絡して作業に当たると認識し

ます。それでは、夜間や早朝の除雪状況は、降

雪状況はどのような手法をもって把握し、どの

ような手順で除雪作業に結びつけているのか。

その内容についてお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  先ほど私、就任が11月

と申し上げたようですが、10月の間違いで、11

月は全国市長会に出席した月ですので、訂正を

させていただきます。 

 インターネット、天気予報、最近の天気予報

っていうのは確実に伝わってきます。また業者

さん、事業者さんにも依頼しております。その

情報を取りつつ10センチまで行かなくても、10

センチになるだろうという予測の下で出動をす

るというふうにしております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  時間がなくなってき

ますので、ちょっと違和感が私もありましたが、

インターネットとの情報は山岳地帯とかいろい

ろ違うと思います。先般、市民から「路面が氷

つきスリップして怖い」と電話があった。現地

は約300メートルの間にきついカーブが連続し、

山と立ち木によりほとんど日の光が当たらない

場所。路面が厚く凍りついている。その前後は

日当たりがよく、雪は溶け、舗装面が見えるの

で車のスピードはある。突然カーブ中に凍って

いる路面が見え、ブレーキのためスピンする車

が相当ある。 

 この道路は通勤や買い物、早朝、釜石線、岩

根橋駅まで通学の子どもさんを送迎する自家用

車、砕石運搬のダンプトラックなど交通量が多

い。これが冬場、危険な道路に変貌する。現地

には通年砂が置かれている。 

 私はその日、全量散布するとともに担当課に

状態を連絡した。後日、路面上の凍結した雪は

剥ぎ取られ、安全は確保されましたが、宮守総

合支所では路面状況の把握のパトロールを強化

し、こうした区間は定期的に砂や融雪剤の散布

が必要と思う。 

 また、日陰で圧雪が毎年続くこの道路、市道

才の神線は抜本的な解決が必要と考えます。こ

の道路、以前は県道、よって過疎地域を対象と

した県代行整備制度の活用、この採択に動き、

岩手県代行での道路改良工事、これも選択の一

つと私は考えます。市長はこの現状を踏まえ、

いかにお考えか御所見を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  連絡を受けて現場に行

って作業する。感心させられました。本当にそ

ういう、言うだけじゃなくて動くということが、

やっぱり必要だと思います。私も何度となく雪

に関する連絡を頂いています。私の家にもかか

ってきます。電話番号は多分皆さんお分かりに

なるんでしょう。 

 散歩をするんですが、散歩はいろんなところ

をするんですけれど、いろんなところで、もう

冬の散歩は除雪の苦情です。それを聞きながら

毎朝歩いてます。この路線に関しては元県道で

あります。路線の工事費に関しては、県にしっ

かりと要求をしていくということは、まず一つ

大事なことであります。 

 同時に、遠野市には道路に関する計画もござ

います。これが５カ年計画でされています。今
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のところここは載っていないですね、その計画

に。まずここを載せるということも必要ですが、

その道路の計画５カ年でできているのが0.1％

です。遠野市全体の道路の中の0.1％です。 

 ３億円、これは予算も計画も問題があると私

は考えています。これが今年、今回だけ0.1％

ではなくて、ずっと0.1％とかそういう数字の

計画です。抜本的に道路に関する計画、後ほど

申し上げますが、水路も同様だと思います。見

直さなければいけません。これについても見直

しのスタートをしたいと思いますのでよろしく

お願いします。 

 また後でお答えします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  前向きな御答弁でご

ざいました。ぜひ多田市長の意に沿った計画を

つくっていただければというふうに思うところ

であります。 

 次に、課題に思ったこと。 

 新町や下郷の町なかを通る市道新町線や達曽

部地区の町なかの道路、路面が凍結してわだち

ができ、運転に四苦八苦。スクールバスの走行

にも支障が生じている。この道路は歩道がなく、

学童や生徒、高齢者はつるつる状態にあっても

車道の往来をしなければならない。早めの除雪

または融雪剤の散布、適期に排雪が必要と感じ

た。 

 こんなことも。除雪で路肩に雪が高く寄せら

れ、幅が狭くなっているところに、吹きだまり。

これはインターネットには出てきません。すれ

違いができないと市へ除雪を依頼したが、予算

が逼迫し、出来かねるとの返答に困り、電話が

ありました。私は現状を確認したところ、吹き

だまりで道路が狭くなっていました。市へはそ

の旨連絡したときも、残念ながら同じ回答であ

りました。 

 以前、一般質問で降雪の量、これも平成30年

に話ししたんですが、以前一般質問で降雪の量

や吹きだまり、凍結など地域によって、特にも

山間地は事情が異なる。適切な除雪作業を行う

には、委託業者に任せるばかりではなく、町単

位に積雪を計測し、連絡する方を委託してはと。

そうすることによって、降雪状況など現地の実

態が把握され、夜間や早朝の市民の足の確保な

ど、市民に優しい除雪体制の構築ができるとの

提言でした。 

 今は小さな拠点、地区センターが積雪の状況

把握と連絡、この役割を担うことができると考

えますが、そのときの提言は検討され、活かさ

れておられるのか。これは市長は10月からでご

ざいますけれども、当時の担当課があるわけで

ございますから、活かされておられるかお伺い

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  申し上げます。連絡員

に関すること。 

 まず、これは活かされていないと思います。

しかし、これをできるかどうかっていうのは、

また相談をしなければなりません。また、その

今、議員がおっしゃった路線に関しては私にも

当然電話が入っております。その中でスクール

バス、これが大変だということで、すぐに砂を

まいてもらいました。子どもらが歩く坂になっ

たところ、これも砂をまいてくださいというこ

とで、しております。 

 まず予算の付け方。これ変えましょう。これ

はまた提案していきます。 

 それから除雪。市の除雪はグレーダーですか、

ガーっとやっていきます。狭いとやりにくい。

道路の前に盛り上がります。だからやらないで

くれっていう路線もあります。この路線は以前

にそういう路線であったと。ただ状況が変わっ

てくる。 

 それと、高齢化して歩くのが大変になってく

る。この中でしっかりと話をもう一度確認して、

議会の中で個別の路線の話をするのは差し控え

させていただいて、総論としてお聞きいただけ

ればと思いますが、しっかり路線ごとの判断を

しなければいけないと私は思いますので、そう

いう会を開催することにしておりますから、ど
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うぞよろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  これまで市民サービ

スが低下する、財政が悪化すると正しても諌め

ても箱物整備を進めてきた。増えた施設、指定

管理料や補修など維持管理費等の物件費、その

支出は施設が存在する限り続き膨らむ。結果、

市民を守るに必要な予算は毎年圧縮の状況。除

雪費も同様と認識しています。 

 多田市政には、今までも答弁でお聞きしまし

た。多田市政には、この冬の除雪対応や市民か

らの要望、予算などを検証し、それに基づき市

民が安心して暮らせる新しい遠野市の除雪体制

の確立と、それに要する予算の手当を期待する

ものであります。 

 ３年前、これも一般質問で紹介しました。本

県滝沢市の除雪対応、今年の冬から市道は10セ

ンチ未満でも、降雪が連続し通行に支障が出る

場合は除雪する。市内業者は２者減少し、除雪

対応は厳しいのが現状。しかし、冬の市への要

望の４割が早期の除雪を求める内容から、市職

員による路面状況把握のパトロールを強化し、

適宜除雪するとの地元紙の記事でありました。 

 本市でもこうした市民に優しい先例、これを

生かした、提案した、提言したわけですが、こ

れを生かした除雪計画になっておられるのか再

度お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  滝沢市の例をお話しさ

れていますけれども、10センチっていう部分に

関しては同じですね。滝沢市ができる除雪でき

ない除雪、皆さんにもこういうふうに協力をし

てくださいという呼びかけはありますね。担当

課のほうでは、その10センチに関する判断基準、

それと10センチになるであろうという予測によ

る出動、この点については参考にさせていただ

いているようです。 

 ただ呼びかけが足りない部分、市ができる除

雪はこういう形です、ですから皆さんもこうい

う形で協力をして下さい、そして、その協力を

しやすい体系というのはどういうふうにしまし

ょうという具体的な対策を、滝沢市は提案して

いるようです。私もこれはそのとおりだなと思

います。 

 先ほども申し上げましたけれども、しっかり

その辺のところの話をしましょう。私も今回、

しっかりと冬の状況を見せていただいて、また

これからもあると思います。春は春、１年たた

ないと四季折々の課題が肌で感じることはでき

ないと思いますが、冬のことはしっかりと肌で

感じました。耳でも感じました。とにかく電話

しやすいらしいです、私は。様々なところから

お話を頂いております。真摯に向き合って、し

っかり解決していきたいと思いますのでよろし

くお願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  大変希望に満ちあふ

れる御答弁を頂戴いたしました。感激します。 

 本市も滝沢市同様、除雪に関わる土木建設業

者が減少している。それは工事の発注が減少し

たからと承知します。市道舗装面はクラックだ

らけ。橋の地覆の剥離、さびついた欄干、橋面

舗装の劣化。これまで市には道路等の補修要望

が、先ほど400件余り、除雪に関しても200件も

あると聞きました。 

 地方交付税、これは地方公共団体の財源不均

衡を調整し、どの地域に住む国民も一定の行政

サービスを提供できるよう財源を保証するもの。

道路や河川の整備及び施設管理に要する財源と

しては、市道の延長と面積、河川の延長とによ

り、地方交付税額が算定され、国から交付され

る。 

 ゆえに、この財源はほかに振り向けないで、

特定財源として道路整備や維持費、維持等の予

算に満額充てる。そして、その工事はできる限

り市内業者の指名競争入札とする。そうするこ

とで、災害復旧工事の対応や除雪業者が確保で

きると思うのですが、市長のお考えをお伺いし

ます。 
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○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  インフラ整備、遠野市

の課題ですね。今、本当に水路、道路、除雪、

遠野市の課題、山積した課題が明らかに分かる

ようになってきております。これに対して、し

っかり交付金の獲得ということは進めます。そ

の上で除雪、道路整備、ライフラインの整備、

これは上下水道を含めて、いやが応にも迫られ

ているものでございます。 

 令和６年からは本当に逆転していく年になり

ます。皆さんの御協力を頂かなければ成り立た

ないものになっていきます。その中で、しっか

りと予算の充て方を考えていきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  市の除雪は交通量の

多い路線、バス路線、通学路を優先し、幅員４

メートル未満の狭い道路は除雪できない状況と

広報遠野12月号にあります。３年前にも指摘さ

せていただきました。通勤・通学等市民の足の

確保、これは当然市民自らも必要ですが、市民

の足の確保、これは行政の責務であり使命と。

松崎町白岩17区の遠野長寿の郷付近、17個の生

活道路、幅員４メートルで延長は約300メート

ルの砂利道、大部分は公衆道路になっておりま

す。これを市道に認定し、地方交付税の対象路

線にすべきと提言したが、前向きな答弁は得ら

れていない。予算等審査特別委員会で提言をし

たのですが、前向きな答弁は得られませんでし

た。 

 これまで沿岸地方から移住された方が除雪機

を自費で購入し対応している。機械に砂利が詰

まる。下水道のマンホールの蓋に接触などして

故障し、３台目を購入したと聞きました。今年

は坐骨神経痛で除雪ができない、困ったと思っ

ていたそうです。 

 そのとき、その方のお話では、市と思われる

が今年初めて除雪があったと。それも２回もと。

大変感激しておられました。この道路、早急に

市道に認定し、せめて簡易舗装を施工し、除雪

対象路線にすべきと私は考えます。それが市民

サービスであると思います。そうすることこそ

が市長の掲げる「市民の命と暮らしを守る」言

葉の誠と思うのですが、市長の御所見をお伺い

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  こういう道路、数か所

ございます。考えなければいけないことは、以

前とこれから。例えばこれからどうしてこうい

うふうな道路になったかということも考えなけ

ればいけません。 

 宅地分譲します。事業者さんはあまりお金を

かけたくないですから、道路をそういうふうな

状態で建てて、なるべく安く売ろうとします。

外山の水もそうです。排水対策、雨水対策、こ

れも含めた道路の基準、道路の構造、Ｕ字溝の

構造、そういうふうな開発をする場合、開発と

いうのは開発行為に該当するかしないかという

ことではないです。一般的にそういう開発をす

る場合、しっかり遠野市の中に基準がなければ、

こういう道路がどんどん増えます。 

 また再生エネルギー、この影響を受けないで、

しっかりと環境を守りましょうということも、

遠野市の計画の中に書いてあります。これらの

基準をまずつくらなければ続いていきます。私

は今年しっかりそれに取り組み始める。そうい

うふうに考えています。 

 もう一つ。そういうふうになってしまったと

ころ、これまでの遠野市の、中だけじゃなくて

ほかのところも順番があったとします。計画、

市道とか、遠野市が直すには市道が優先してき

ます。先ほども申し上げました400件あります。 

 そして計画、市道だけでも計画は0.1％しか

いっていません。受益者も一緒になって考えて

いかなければならない部分があります。ですか

ら率直に申し上げると、Ｕ字溝と道路の舗装に

関しては、すぐ着手できる状態ではないと思い

ます、現在の遠野市の財政を見たら。 

 しかしながら、だから知らないよというよう
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なことにはならないと私は考えています。やれ

る方法というものは考えていくべきだし、今、

近々に除雪の話がございました。除雪について

は、市道についても細かい要件は必要です。何

軒以上住んでいる、何メーターこういう市道で

すとか、そういうことは、細かいことは決めて

いかなければいけませんが、市道に対しても除

雪の助成をすべきではないかと私は思っていま

す。除雪を頼んだ場合幾らの補助をするとか、

そういうことも取り込んでいきたいと考えてい

ます。 

 舗装に関しては、ただいま申し上げたように、

現在すぐできる状態ではないということを申し

上げます。やりたいです。できるだけ早く必要

なところに行って、やりましょうと言いたいと

ころです。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  予算もあるのですか

ら、それは重々承知しています。そういう考え

方に立つべきではないのかという提言でござい

ます。 

 これはですね、議会の中で提言しても先入観

と私は取りました、担当課の。建て売り住宅す

る場合においては、建築基準法で４メートル以

上の道路を確保すると。これが決まり、基準だ

と思います。これを確保して建物が建築されて

くると。 

 ただし、住んでいる方はその後にその建物を

買うとか、そして移り住んでいるわけでござい

ますから、今の市民の方々にはできるだけそう

いうことを考えて市民サービスするべきと。私

の考えでございます。 

 高齢者住宅や市営住宅内の除雪等まだまだ質

問したいことがありますが、制限時間が迫りま

したので、３月定例市議会、私の一般質問これ

で終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午前10時56分 休憩   

────────────────── 

   午前11時06分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 次に進みます。８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  萩野幸弘でございます。

ただいまから通告に従い、大項目２点、市民の

生活環境改善策についてと新型コロナウイルス

対策の実情についてと題しまして、一問一答方

式で一般質問をさせていただきます。 

 毎回一般質問のテーマを決めるに当たり、私

の脳裏に浮かぶ題材、課題というのは、人口減

少であり少子高齢化であります。 

 人口は、単にまちのにぎわいだけでなく、自

主財源確保、国の交付税算定基礎となるもので

すが、昨今の本市の状況を見ましても町なかの

人通りはまばらで商店街も閑散としており、空

き家や更地も増え、郊外においても耕作放棄地

の増加や集落の減少などで、永遠の日本のふる

さとを標榜する遠野市としての豊かな農村風景

が廃れてしまうという不安、一刻も早い改善措

置を願う気持ちが交錯しているのが本音であり

ます。 

 これらの課題解決に向け、行政執行権を担う

市長の手腕に大いに期待をしておりますし、積

極的な政策をどんどんと御提案を頂き、私たち

議会もそれにしっかりと向き合い、市民目線で

その政策の是非を活発に議論し合うことが大事

ではないかと思っております。 

 これらを前提に、市民にとって喫緊の課題を

何点か取り上げまして、これから質問してまい

ります。 

 最初に取り上げるテーマは、除雪対策であり

ます。 

 このテーマ、先ほど１番目の佐々木敦緒議員

も御質問されたテーマでございますので、内容

が重複しないよう努めますけれども、もし重複

した場合は御容赦頂きまして、簡潔な御答弁で

お願いをいたします。 

 明日から３月ということで春到来間近ではご

ざいますが、今年の冬、まれに見る雪の量と寒

さにより、一度降った雪もなかなか解けずに、
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特にも町なかの道路は排雪できずに路肩に山盛

りに積まれたと、道路を塞いで交通に支障を来

し、路地などではわだちがうねるように続き、

車だけではなく歩行者にとっても危険極まりな

い路面状況、これは先ほどの同僚議員も申し述

べたとおりです。 

 まずは、この本市の基本的な除雪体制につい

て、先ほどは業者数伺いましたが、その業者に

係る担当区域の割り振り、あるいは除雪経費の

予算、先ほど１億数千万ということでしたが、

重複した部分を除いて基本的な事項、もう一度

確認をいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  最初に、どんどん新し

いアイデアを出してやっていけという力強い言

葉を頂きました。本当にそういうふうにしてい

くために、これからしっかり精査をしながら事

業を進めていきたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

 まず、除雪、これは先ほど申し上げましたが

17業者、委託をしております。路線の計画もし

っかりできております。 

 現在、予算は１億3,000万円でございました

が、5,000万円補正で１億8,000万円というふう

な予定にしております。 

 積雪量に関しては、今年は特に多いわけでは

ない。過去にも多いときがあったし、今年より

も多い状況の中で7,000万の予算、9,000万の予

算ということもございました。本当につらい思

いをして市民が生活していたんだなということ

もよく分かります。これらについて、課題を向

き合って解決していきたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  今市長からも今年の雪

の量、特に例年と比べて多いわけではない、私

もそれも感じておりますが、どうも除雪の頻度

というのがちょっと例年に比べて足りないんじ

ゃないかなという感覚を持っております。そう

いう私の感覚はありますが、実際は例年と比較

してどのような進捗状況だったのか、なぜそう

いうふうな、市民にそういう感情を抱かせるよ

うな状況になっているのか、順調で予想どおり

いったのではなく、何か弊害があったのか、費

用面なのか、何だろうという思いがあります。

その点、率直にお聞かせいただければと思いま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  私も暮らしております

ので、私の家の前をいえば、私もちょっと作業

が減ってるということですかね。あとは、さほ

ど感じていないんですけれども。やっぱり、印

象としては高齢化していくということや寒いと

いうものが重なると凍るのかなというところは

あります。 

 ただ、例年と違うというようなところは見受

けられていません。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  あんまり個人的な体験

だけで言うのはどうかと思いますけども、ある

シーズンはグレーダーが３回も入ってきたりと

か、今年は１回も入ってきませんでした。そう

いったこともあって、今年こそ寒さがあって、

今市長がおっしゃったとおり、わだちになりや

すい、凍りやすいということですから、人力だ

けではどうしようもなかったんです。そういう

意味でちょっとお聞きしました。 

 自然現象を相手にする除雪対策ですから、い

かに天気予報の精度が上がっているといっても

予測不能な事態もあろうかと思います。その意

味では、除雪に関わる皆様の御労苦いかばかり

かと、私からもお察し申し上げ、心より感謝を

申し上げる次第です。それを踏まえた上で、除

雪の課題を何点か上げるとすれば、住宅地、特

にも昔ながらの町並みが残っている地域、狭い

路地が結構多いと先ほども話ありましたが、除

雪車が入っていけないということです。 

 きめ細かな市民サービスの観点から、そうい

った狭い路地の除雪対策、主要幹線道路と同じ
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目線で捉えるべきと考えます。これ、ただ除雪

できていないのが実際なわけでありまして、そ

ういった細い路地の除雪対策の課題、そういっ

たものの御見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  やっぱり高齢化してい

く社会の中では重要なことだと思います。除雪

計画ございます、現在。これ、見直しましょう。

その辺も含めてやってく必要があります。 

 ただ、一つ重要なことは、行政だけでは解決

できないことなので、小さな拠点、地域、あと

はグループ、様々な角度から取り組まなければ

いけない、それと同時に若干の費用がかかる点

も予測しておかなければいけない、そういうふ

うに考えています。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  先ほどもそういった形

で、市民協働で、それは私も以前も提案いたし

ました。やはり、行政だけで対応するにはもう

限界にあるんじゃないかと。市民協働で除雪を

考えるべきじゃないかと、これは以前から訴え

ております。なかなかやられませんけれども。

そういう意味では、新市長になって改めてそう

いう御発言がありましたので、期待していると

ころでございます。 

 先ほどの同僚議員の質問と同じような、恐ら

く答弁が続くだろうなと思いますので、予定し

ていた部分を一部割愛して次に進んでいきたい

と思います。 

 市営住宅周辺の除雪体制について、ちょっと

細かくなりますが、御確認をいたします。 

 市営住宅、その名のとおり管理者は遠野市で

ありますが、特にも総二階建ての市営住宅に関

しては日陰もできやすいということで、周辺の

道路、雪が解けにくく堆積して、私の家の前も

そういった市営住宅ですけれども、もう住民の

方が一生懸命除雪作業しておりますが、どうし

ても固まってきて、できあぐねていると。しか

も、排雪するところもない、もうどんどんたま

っていくという状況です。 

 こういったところを見て率直に感じたことを

質問いたしますが、市営住宅周辺の道路や駐車

場の雪かきについて、管理責任者である市と入

居者の間で具体的な契約状況というのはあるの

か、まず御確認します。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  管理責任上、そういう

契約等はございません。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  考え方だとは思うんで

すけれども、やはり大家さんが雪かきをするべ

きなのか、入居者がやるべきなのかというとこ

ろはあると思うんですが、ただ市民サービスの

観点、あるいは市営住宅を利用している方々の

状況、年齢的な状況とか家庭状況を考えると、

やはり市として住人にともかく任せっ切りとい

うのはいかがなものかなと、やっぱり行政とし

ての対応、配慮が必要なんじゃないかなと私は

思いますが、その点、率直に市長のお考えを伺

います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  先ほども申し上げまし

たが、非常に違和感があります。萩野議員は市

営住宅の真向かいに、近所にいらっしゃいます。

市営住宅というのは、それこそ数十年前からあ

ると思います。雪もずっと降ってます。その中

でこういう議題とかこういう話合いというのは

あったのかなというのが、私今すごく不思議で

しようがないです。今になって喫緊の問題とし

て出てくるのではなくて、この雪国の遠野では、

これ課題だったはずです。しっかり課題に取り

組んでこなかったという表れなのか、それとも

喫緊、非常に大変な状態になったのか。私は、

一般的に考えると市営住宅も一般の御家庭も道

路があって家があります。同じようにお互いに

努力してやるべきだと考えています。 

 ただ、その辺のところについて、高齢化する
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社会の中でどのような除雪計画をしていくかと

いうことは、さきに申し上げましたが、しっか

りとお話をしていきたいと。 

 また、今ここでお借りして、「しどうしどう」

という言葉を先ほど前質問でありましたので、

その「しどう」というのは指導するということ

ではなくて、私道の意味なので、ちょっと勘違

いされてることがあればと思いますので、訂正

させていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  私も市長の今言ってる

違和感、そう言われればそうだろうなと思いま

す。何せ、私だけじゃなくて同僚議員、過去か

ら何度もこの件はテーマとして上げているんで

すが、全然解消されてないと、反映もされてな

いというのが本当に御指摘のとおりそのとおり

だと思うから、何回も言わなきゃいけないとい

うことになるんです。 

 私は前にも言いました。小さな拠点やるなら

なおさらですけれども、各地域に除雪情報を出

して、計画を出して、そしたら地域住民に出て

きてもらって、例えばグレーダーでがっと削り

ますね、先ほど市長もおっしゃってましたが。

そうすると、脇にたまります。苦情が出ます。

ですから、その後ろから地域住民の除雪隊みた

いな、スノーバスターズのような方がついてっ

て、砕いたばっかりだったらまだ運べますから、

それが凍って固まっちゃうと無理だと。ですか

ら、市民協働でやるべきじゃないかと前から言

ってるんです。それがなかなかできてないとい

うことです。 

 除雪に関する質問、恐らく先ほどの同僚議員

の答弁と今後の部分は同じだと思いますから、

除雪の質問はこの程度にしますけれども、おっ

しゃるとおりですから、ぜひ今しゃべるという

ことは、やはりこれから暖かくなる時期ですが、

これも市長がおっしゃいました。次の冬が来る

前にきちっと準備をすると、大事なことだと思

います。ぜひ、期待をしておるところでござい

ます。 

 ということで、除雪のテーマはこの程度にし

まして、次に水路の件について質問をいたしま

す。 

 例えばですが、私にも生活雑排水による悪臭、

環境汚染が著しい水路を改修してほしいという

要望、これまでも何回も頂いております。それ

を市につないで、生活に身近な水路事業、そう

いった部分に、現場も見ていただいた上でこれ

は市のほうでも早急にやらなきゃないという判

断があったのでしょう、やっていただくことに

して、計画に搭載していただいてるものもあり

ますが、実際は何年も放置されていて、放置と

いうのはちょっと語弊がありますね、ちょっと

手がつけられない状況で、恐らく財政上の問題

とかいろいろあるんでしょう。でも、かなり前

からですので、そろそろやっていただかないと

なというのが正直な気持ちです。 

 本市のこれまでの水路整備計画事業について、

そういったものでたまっているのも案件が結構

あるんじゃないかなと思うんですが、率直に市

長としてこれらの課題及び進捗状況をどのよう

に捉えているか、伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  非常に課題大きいと思

います。治水というのは、生活する上で非常に、

環境そうですけども、重要です。これを計画的

にやっていかなければいけないんですが、同時

に計画的に行政もその受益者、例えば事業者と

一緒にある基準をつくって基盤整備を進められ

るようにしてこなければいけないものでもあり

ました。これを基盤整備のために新たに宅地を

造成する、その他のことに関しては、技術基準

をつくらなければ同じことの繰り返しです。こ

れに着手します。 

 それと、５カ年計画の中でも、住環境のいい、

その水洗の環境とかそういうのも市民の方々一

緒に進めましょうというのはありました。水路

整備に関しては、全体の年度計画の半分です。

50％ぐらいしか着手できていないという状態で

す。これも見直していかなければいけません。
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つまり、予算をつけなければいけないというこ

とです。基盤整備に関する予算が足りないので、

この点、一回次はしっかりとつけていかなけれ

ばいけないと思うので、除雪に関する大作戦も

そうですけど、水路、道路、整備計画を見直し

たいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  分かりました。 

 次に、当たり前のような話なんですが、この

水路を整備するに当たって、今後計画を見直し

ていくということですけれども、その際のポイ

ントとして、水路というのは水が流れるという

ことは上流から下流に向かって流れていきます。

その過程でいろんな線といいますか、合流して

いって、川と同様水路もだんだん水かさが増し

てくる、水量が増してくると。昨今の異常気象

の影響で、ゲリラ豪雨など短時間で一気に降る

という場合も頻発していますし、今後もそうい

うことがなきにしもあらずというのが予想され

ます。そうしますと、下流に行くほど水路が

オーバーフロー気味になると。実際に市長のお

住まい、あるいは私の住まいの早瀬地区という

のは、白岩地区というのは、落合の近くになり

ますから、上郷、上流のほうからあるいは附馬

牛方面から来た水がたまるところです。実際に

あふれて敷地内あるいは住宅に床下浸水したと

いう事例も実際ございます。 

 そういう意味では、やっぱり整備計画、今や

るとおっしゃいましたけれども、そういう意味

では下流から順番にやっぱり整備を確立してい

かないと、いつになっても災害、苦情が出るん

じゃないかなと思うんですけど、その辺の基本

的なお考え、どうでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  住宅地と山間地帯とか

というのは水路の考え方は少し違うと思うんで

すけれども、今の御質問は住宅地に関するとこ

ろですね。 

 私も、どっちかというと水路に関するところ

はうるさく今までも言ってきてるし考えていき

たいほうなので、遠野市内散歩しながらだった

り自転車で見て歩きます。そうすると、下流が

小っちゃくて上流が大きいとか、そういうこと

がすごく目立つんです。あと深さとか勾配とか、

水の流れる方向でなぜここに水路だと、こうい

うこともあります。 

 恐らく、聞いたところによると、元田んぼの

ところが多くて、そこに水を引っ張っていって、

また川に返すと、その過程の中でそれを利用し

ながらつくってきた経緯があるようです。です

から、いろんな不具合というのもあったんだと

思います。そこに接続していくために。 

 住宅地に関しては、確かにおっしゃるとおり、

下流のほうからやっていかないと、上を大きく

してしまったら下あふれますから、それはもう

常識的なところで、そもそもしっかり計画見直

さないと、その辺がだめなんじゃないかなと。

上流に大きい水路の計画があって、もしくは勾

配がその土地よりも高いとかという部分があっ

たりするとなおさらのことです。 

 それと、今の状況からいくと、遠野って結構

平たんなところ多いですよね、盆地ですけれど

も。そうすると、そこには調整池が必要だった

りします。一時水を貯留するようなことも必要

な部分があるなというふうに見てきています。 

 結局は、計画としてその辺をしっかり精査し

て見直していかなければいけないということで

す。今回、見直していく時期に当たりますので、

しっかりとつくっていきたいというふうに思い

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  分かりました。どうも

普段も水が流れているかと思えば全然流れてな

かったり、恐らく上流のほうで何か調整という

か、どこかに引っ張っていらっしゃる方がいる

のかなと思います。やっぱりそういうところも

きっちりと見直して、今、調整池というのはな

るほどなと思いましたけれども、やはりそうい

うのが必要だと思います。この後の質問にも同
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じような質問がありますので、その場でちょっ

と見解を述べていただきますが次に移ります。 

先ほどから住宅密集地の水路の話をしてま

すけれども、単に水があふれるだけじゃなくて、

逆にどっかで水路が切れてるんです。消えてる

んです。昔の青線だと思うんですけれども、そ

ういう何か全然未整備、水がほとんど流れてな

い、流れているのは生活雑排水だけというとこ

ろもあります。 

 衛生面で非常に危ないなというか、危険だな

と思うのが、市長のお膝元の公園にもありまし

た。私、地元の住民の方に見せていただきまし

たけれども、子どもたちが遊んでいる脇に本当

に生活雑排水がたまってるんです。そんなとこ

ろで水遊びをされたら、非常に怖いなと思いま

した。 

 そういう意味では、水路の整備とそれから下

水道、やっぱり町なかであれば下水道は結構通

っていると思いますから、それにつなげていた

だくというのも大事なんじゃないかなと思うん

です。 

 そういう意味では、水路の整備計画あるいは

下水道の整備の計画というのを一体的に捉える

必要があると思いますが、その点における市長

の御見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  しっかりその辺見てく

必要はありますよね。生活雑排水が水のないと

ころに流れると、すごく臭いということがあり

ます。もう一つは、下水管を配置して使えるよ

うにするとか、衛生的に汚水を流しましょうと

かということも進めてきています、これまでに。

そういう部分にしっかり接続していただくとい

う点については、行政だけじゃなくて市民の方

にも協力をいただかなければいけないと、この

点はしっかりお願いしていかなければなりませ

ん。また、地域でもお願いしていただければと

いうふうに思います。 

 その行き止まりの水路について、これ考え方

二通りあると思うんですけれども、前々から行

き止まりだった部分と、なぜか行き止まりにな

ってしまった部分があると思います。前々から

行き止まりだった部分というのは、農地だった

りそういう意味で行き止まりの水路もあるんで

すけれども、最近になって行き止まりの水路が

できるというのは、それこそ宅地開発とかそう

いうときにもしっかり下流まで接続しないでや

めているという例が見受けられます。これは、

その基準がないからです。そこはしっかり業者

さんにやっていただかなければいけないところ

なんです。それを担当課も基準があれば、指導

要綱があれば、こういうことですからこういう

ふうにお願いしますというふうにできます。こ

れが、根拠がないとできないわけです。これか

らについては、その部分をつくっていかなけれ

ばなりません。また提案をしていきますので、

よろしくお願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  では、飛ばしてまいり

ます。 

 除雪に関する質問に戻るようで恐縮なんです

けれども、新潟など豪雪地域では、流雪溝とい

う排雪用の水路が整備されていると。特にも機

械が入らない、先ほどのような狭い道、なかな

か入りづらいところで有効だということが書い

てました。調べると。本市の場合でも、そうい

った昔ながらの狭い路地とかそういったところ

に有効じゃないかなと感じた次第です。 

 そういう意味で、これも実は前の市長のとき

から質問して前向きな答弁は頂いているんです

けどもなかなかやられてない部分なんで、この

機会にまた再度質問させていただきますが。 

 例えば、河川から出水した水、具体的なイ

メージでいえば例えば遠野第二ダム、そちらの

ほうから水路を引っ張って町なかを通して流雪

溝として整備すると。そうすれば、地元の地域

の人たちがやっぱり自分の店舗の前とか家の前

を除雪したときに、結局捨てるところがないん

でたまってくということですから、そこの流雪

溝に流してしまえば、市民協働で除雪ができる
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んじゃないかなという発想です。 

 これというのは、夏場にも道路への散水利用

とか基本的に潤いのある町なかの景観という景

観づくりにも一助になると思うんですけれども、

そういったお考えに対しての市長の御見解を伺

います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  いや、非常に答えが難

しいです。 

 融雪溝という話でちょっと考えたんです。遠

野寒いですよね。新潟上越だと暖かいんですけ

ど、その水路に流したものが凍っていって、そ

れがどんどん凍っていったら、これまた大変だ

なというのが一つ頭にあったり、狭いところだ

ったら余計に、これそのときどうしようかなと

一瞬考えました。 

 もう一つは、引っ張ってくる水路のお金、こ

れの費用対効果を考えたときに、除雪の要する

に係る経費を増やすのと、どっちがいいのかな

とかということも考えなければいけないです。 

 でも、一つの案として参考にというより、非

常に答えにくいことで、意外と前向きには答え

られないかなという感じだったんですけども、

いい御提案だったと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  そのとおりだと思いま

す。ですから、あくまで降った雪を全部流雪溝

に流してくれということではないということで

す。 

 さらには、次の質問なんですが、いわゆる小

水力発電、これに利用できるんじゃないかなと

いう意味があります。東日本大震災の際、遠野

の町なか２日間停電しましたけれども、真っ暗

闇になりました。非常に私も不気味だなと思い

ました。そういったときに、もし小水力発電で

街路灯、防犯灯というものが常備されていれば、

停電があっても電源は確保できるということに

もなりますから、そういった意味で利用できる

んじゃないかなという意図もあります。こうい

った小水力発電に対しては、方針演述の中でも

触れられておりましたが、こういった活用の仕

方、市長、いかがお考えでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  いいですね。例えば、

溝を造ってそこに流れなくてもちょっとずつ流

してかなくても、一次避難の雪ということを考

えると、置き場にはなるなと。凍らないとき考

えたら、それ水力発電にも使えるなというふう

に思います。 

 いずれにしても、各地でできるマイクロ発電

というのは進めたいし御提案していきたいと思

います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  持ち時間が少ないよう

ですので、飛ばします。 

 次が、空き家対策と景観保全です。 

 郊外だけでなくて、駅前周辺地域も空き家や

空き地が増えてちょっと住宅地に入るとその数

がさらに増えているという状況です。この状況、

市長は率直にどのように御認識されてますか。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  まず、空き家は多いで

す。そして、空き家が増えています。そのうち

の７割ぐらい、600棟ぐらいあったらしいんで

すけども、平成28年には。現在は、現在取りま

とめ中でございますが900軒ぐらいになってい

ると、７割ぐらいは貸せるんじゃないかという

ような状況です。現在の状況ということですか

らそういうお答えでよろしいでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  増えているということ

です。前回の議会である地域の空き家の行政代

執行計画の説明がありました。本市として、こ

の行政代執行の判断基準、改めてどのようなも

のなのか、伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 
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   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  行政代執行に移るとい

うことは、まず法律に基づいてやらなければい

けないという権利というものがありますので、

それに至るまでの間に所有者の方に危険家屋で

あったり廃屋は撤去してくださいというお願い

をしていきます。それができないと、進まない

という状況で中に入って調査をして、危険状態

を調べたりしていきます。その結果、倒壊の危

険性があって周辺に影響を与えるような場合は

特定空家等とすることができて、その先で行政

指導、勧告、固定資産税の特例除外、命令とい

った順に通知をしていきます。そして、自己解

決に向けた交渉ができない状態の中で命令とい

うことになります。これが行政処分として措置

期限までにできなかった場合には、行政が代わ

って代執行するというようなものでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  そのような状況の空き

家というか、空き家ならまだしも、倒壊してし

まってもう、ちょっと言葉、表現はあれですが、

瓦礫状態になっているというのが町なかにもご

ざいますね。塀で囲ってますけども、何か臭い

ものに蓋をするじゃないけども、これ根本的な

解決策なのかなと、そのまんま、私はあれは一

時的な緊急措置だと思ってました。でも、ずっ

とそのまんまです。これでいいのかなと、果た

して、思います。 

 新市長になって、このような空き家について

も積極的な対応を講じるべきと思いますが、御

見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  本当にそのとおりだと

思います。道路に例えば工作物を造って倒壊を

防ぐというような方法なんだろうかというふう

に思います。 

 これが、おっしゃってる空き家は相続が絡ん

でなかなか進められないと、ただ行政代執行ま

でもにらんで進めていると、何年も何年もこの

状態です。 

 例えば倒壊してきたときに、私、例えば機械

で道路の反対側に押すというのだってあるだろ

うと、道路に工作物をつけなくたっていいだろ

う、そして塀を立てればとかいろいろあります。

でも、隣に家が建ってると、それの反動で隣の

家に危険を及ぼしたりとかということもある、

その上での判断だったと思います。非常に苦し

い状態で仕事をされてきたと思います。 

 今、所有者の方と、これ頑張って何回も何回

も交渉するということですよね。それをやって

いますので、進めたいと。 

 参考までに、同じ所有者さんで違うところに

も同様のような家屋がありました。これについ

ては、解体をしていただいたということを御報

告しておきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  今は具体例として個別

の案件について御答弁を頂きました。詳しい御

答弁を頂きました。 

 逆にというか、一方ではやっぱり景観にも支

障を来すようなこのような空き家、ほかにもた

くさんあると思っているんですが、全体的に総

合的な見地で、これらも先ほどから言ってる除

雪対策とか水路対策と同様に、やっぱり見直し

というんですか、さらなる具体的な対策が必要

と考えますが、広い見地で御認識を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  この件に関しても、電

話頂きます。このあいだは、おばあちゃんでし

た。みっともないから壊させろと。どういうと

ころと聞くと、あそこの人の建物だと。こうい

うところあります。これは、所有権があるので

その所有者にしっかりお願いをしていかなけれ

ばいけない、具体的にお願いをしなければいけ

ない。そして協力をしていただくと。 

 これに関して、解体についての様々なサポー

トもしていかなければいけませんし、進めてい

きたいなと思います。 
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○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  次に、本市を観光地と

して見た場合に、日本のふるさととしての風景

というのは、農村だけなのかなということで、

私は町屋の風景もまた遠野市のいわゆる城下町

の景観も守っていきたいなと感じております。 

 高齢化が進む現代、戦後の高度成長期と言わ

れた昭和の時代を懐かしむ声、昭和の町並み、

昭和に造られた車やバイクなどの価格はもう下

手すると1,000万単位の高騰しているものもあ

ります。本市としても、生活インフラを整備す

る際に単に新しくするという目線とは別に、昔

ながらの宿場町・城下町といった雰囲気を、特

に中心市街地なんかは、醸し出すような景観づ

くりを意識したまちづくり政策というのも必要

ではないかなと思います。 

 その対策として、例えば私の提案としては、

現在の建物を保全するような条例なども制定し

ながら老朽化した建物を単に壊すんじゃなくて、

昔ながらの店舗風にできるだけ低コストで改装

して、移住者も含めて幅広く空き家を有効活用

していただくようにすると。それで、まちのに

ぎわい、新しい店舗も増やしていくと。 

 どういった人たちがお客様になるのかなとな

ったときに、これも前にも提案してるんですけ

れども、もちろん地元の方々、店舗利用するの

は。市営住宅を私は町なかに造ったほうがいい

んじゃないかと前から何回も言ってるんですけ

れども、更新する際、長屋風に整備してその長

屋風の市営住宅の入居者の方々をメインのお客

様とすると。特に、高齢者に優しい建物として

のバリアフリーな長屋の間取りにして、でも中

に入れば光ケーブルを活用した見守りシステム

も完備すると、あるいは入居した方々が徒歩で

通えるようなところにお店があるということで

すから、お互いウィン・ウィンの関係になると。 

 入居者にはオプションでかかりつけ医と見守

りシステムをつなげるメニューやインフラも整

備、さらには離れた家族、東京とかああいった

方々とはテレビ、ＬＩＮＥの画像とかそういう

のでも簡単につなげていつでも会話できるよう

にというような設備も常備する。 

 さらには、オンシーズンには観光客向けのイ

ンフォメーションにもなるようなビジターセン

ターも造って、オフシーズンは住民のよりどこ

ろになるようにすると、そういったイメージで

すか。 

 こういうことをやることで、一気には無理だ

と思いますけども、大体長期的ないわゆるまち

づくり計画に基づいて段階的にやっていって、

町屋の景観も維持するというようなことで人口

の減少歯止め、あるいはにぎわい創出、あらゆ

る面に効果が期待できるんじゃないかなという、

突拍子もないといえばそのとおりかもしれませ

んけども、例えばですけども、そういった守り

だけじゃなくて攻めの姿勢の政策というのを打

ち出していくというはいかがかなと思うんです

が、御見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  今のお話を聞いて、あ

る意味非常に残念。私も、実は、新庁舎、駅前

の開発、中心市街地の開発、それと駅舎、その

話が出たときに、役所も含めてそのような考え

方で庁舎を考えていくべきじゃないかというふ

うに思っていました。その中で高齢者の方に提

供できるものがあると。その町並みをつくりな

がら私はやりたいなというふうに見ていた。そ

の頃は、私は何の提案もできませんでしたので、

今聞いて、私も同感だし、残念だったなと。こ

れだけの大きいプロジェクトですから、やれば

いろんなことができただろうなという思いはあ

ります。 

 ただ、同時に現状どうするんだということを

考えた場合、景観を保持しながらやっていくと

いうことは非常に重要です。ですから、このコ

ロナの今大変な影響を受けておりますけれども、

その中でもチャンスがないわけじゃないんです。

私、シャッター街になってるところ、どのぐら

いのお店を使えるかちょっと調べてもらいまし

た。全体で７軒ぐらい、これを何とか、今コロ
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ナだからできないじゃなくて、今準備できると

いう方法もあると思うので提案をしたいなとい

うふうには思っておりますし。 

 例えば、今まであるところ、中心市街地だけ

じゃなくて各地域にもあります。いい宿場町た

くさんありますので、これは皆さんの地域の人

たちのイメージにもよります。市長がこういう

地域にしましょうということじゃないです。自

分たちがどういうふうな地域をつくっていきた

いか、その中でそういうふうな考え方もできる

んじゃないかというふうに今受け取って考えて

いました。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  まちの将来を考えたと

きに、やっぱりわくわくするような、将来に向

かって希望の持てるような計画を市民にどんど

ん打ち出していくというのが大事かなと。現状

を何か防衛するということも大事ですけれども、

それだけでは何か心がだんだんつらくなってい

くと、やっぱり将来これに向かって、今はこう

だけども次はこうだよ、こうなっていくよとい

う夢のある政策というのが私は欲しいなと個人

的には思っております。 

 中心市街地を例に挙げてましたが、市長おっ

しゃるとおり11地区全てそういったやっぱりま

ちづくりについて考えていけば、私もいいのか

なと思います。 

 世界の有名な観光地では、極端に言えば、建

物の材料とか形、色、場所、そして建築可能な

棟数まで制限している、そういった地域もある

ようですし、近隣の自治体でいえば平泉町、有

名なコンビニチェーンの看板の色さえ変えてい

ると。そういったのもありますんで。ただし、

やっぱり所有者の方の御意向というのも大事で

すから、そこも踏まえながら、ぜひ、市長、前

向きな御答弁でしたので期待をしているところ

です。 

 次に、新型コロナウイルス対策の実情につい

てに移ります。 

 新型コロナウイルス蔓延、２年以上が経過し

ました。現在もその状況が続いております。ワ

クチンの３回目接種については、随時情報開示

されておりますが、改めてそういう意味では取

り上げるのもどうかなとも思いつつも、私の高

校時代のある先生の主張をちょっと思い出すん

ですが、こういう話をすると。その先生は、そ

の当時、朝のニュースを見るけれども、同じ内

容が一日中流れてるからうるさい、１回でいい

というような話をしました。私もこの還暦間近

になってまでこの先生の言葉は忘れられないん

です。というのは、引っかかってると。でも、

ニュースというのはやっぱり見逃した人もいる

わけですから一生懸命流すというのが大事なん

じゃないかなということで、そういう意味で、

これからの質問になります。 

 ２回目までの接種について、その実績に対す

る市長の御見解といいますか、御報告といいま

すか、お願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  ２回目までの接種率等

について申し上げます。 

 ２回目を終えた方は、12歳以上の方で２万3,

669人、対象者が、そのうち２万1,954人、全体

の92％の方が接種を終えているというふうにな

っております。 

 年代別に見ますと、12歳から19歳が86％、20

代から40代の方が87％、50代から80代の方が9

1％から95％、90代以上の方が89％という状況

であります。 

 県全体では、90％ということです。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  次に、３回目ワクチン

接種計画です。 

 65歳以上の市民向けに関しては、現在具体的

な準備が進んでいるものと理解しておりますが、

64歳以下の年代について、決定次第随時広報

等々でお流ししてると思いますが、最新の状況、

見通しについて伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 
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   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  ワクチンの３回目の追

加接種についてですが、１回目、２回目の初回

接種同様に、遠野市医師会、県立遠野病院、花

巻市薬剤師会遠野支部等、全面的な協力を頂い

て接種をしております。今まさに現在進めてい

るところでございますから、この状況につきま

しては医療連携特命部長兼総務企画部新型コロ

ナワクチン接種対策室長から答弁をさせますの

で、よろしくお願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  新型コロナワクチン接

種対策室長。 

   〔総務企画部新型コロナワクチン接種対

策室長佐々木一富君登壇〕 

○総務企画部新型コロナワクチン接種対策室長

（佐々木一富君）  命によりまして答弁申し上

げます。 

 ３回目の接種の対象者は、２回目接種から一

定の期間が経過している18歳以上の方を対象と

してございます。先行して昨年の12月から医療

従事者や福祉施設の入所者及び従事者、スタッ

フなどの接種を行い、２月21日から市内11か所

の医療機関で個別接種と集団接種を併用しなが

ら65歳以上の方の接種を開始してございます。

今週末までの接種率の見込みとしましては、3

0％程度と見込んでございます。 

 また、対象人数は医療従事者等が約1,200人、

65歳以上の方が9,800人、18歳から64歳以下の

方が9,700人と見込んでございます。 

 接種予約につきましては、65歳以上の方には

日時と接種会場を指定した形で通知を送付して

いるところでございます。64歳以下の方につい

ては、３月中旬以降に接種券を順次発送し、原

則インターネットでの予約による受付を実施す

る予定となってございます。４月中旬以降の接

種を見込んでございます。 

 インターネット予約が難しい環境にある方に

ついては、前回と同様に各地区センター、市役

所、宮守総合支所などに予約の支援窓口を設置

して接種予約がスムーズにできるように対応し

てまいりたいと思ってます。 

 なお、64歳以下の方でも県の集団接種会場な

ど早期に２回目接種を終えてる方については、

接種券を順次発送しているほか、市内に住所を

持って県外で勤務されている方、学生さんなど

にも早期に接種が可能となる方についても対応

している状況でございます。 

 優先接種といたしましては、保育園、幼稚園、

認定こども園の保育士さんなど子育て関係施設

の従事者をはじめ、小中学校及び高校の教職員

の接種、さらには64歳以下の基礎疾患を持った

方の接種、これを前倒しで実施する予定となっ

てございます。 

 以上でございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  持ち時間も少なくなっ

てましたので、一部飛ばしてまいりますが。 

 先ほどから100％じゃないというのはもちろ

ん、体の都合で打ちたくても打てない方、ある

いはもうワクチン自体に対しての認識等々で、

これは強制ではありませんからそのとおりなん

ですけれども。そういう意味では、接種されて

ない方に関しては命に関わるリスクも高いわけ

ですし、そういった意味ではそういった方々の

詳細な把握あるいは相談窓口、カウンセリング

など、そういった方々に寄り添う政策も、接種

されてる方とはまた分けて必要じゃないかなと

思うんですが、御見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  接種されていない方、

都合でできなかった方、もしくは自らやらなか

った方、いらっしゃると思います。いずれにし

ても、接種をしても100％が安全ということで

はない、これはもう前提の上なんですけれども、

しっかりその上で基本的な対策、感染予防はし

ていただくと。 

 もう一つ、接種した方、されない方、これは

別にしないで、しっかり何か不安がある点に関

してはお気軽に御相談くださいと、またこの場

を借りて申し上げておきたいと思います。 
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○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  分かりました。 

 次に、特にもこの後出てくるのは、先ほどは

12歳以上でしたけれども、５歳から11歳までの

子どもたちのワクチン接種まで対象が引き下げ

られると思いますが、これに関して、例えば北

上市のホームページを見ますと、５歳から11歳

までのワクチン接種については分けて広報して

るんです。接種ありきではなくて、保護者の方

の判断を促して、同伴でやるんであればやって

くださいというふうに、接種ありきじゃないと

いうことを強調してるようです。 

 そういったやっぱり副反応のリスク等々があ

りますし、厚生労働省でも実は推奨してないん

です、これ。エビデンスがまだはっきりしてな

いということで。 

 そういう意味では誤解も生じかねませんので、

そういった部分の正しい周知というのが接種体

制も含めて必要だと思うんですが、御見解を伺

います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  同感です。しっかりと

そのリスクを分かる範囲でお知らせして、保護

者の方に判断をしていただく。これは、絶対的

な強制ではありませんので、その辺の判断を頂

けるように情報を流していきたいと思います。

４月中旬頃に接種始める予定ですので、それま

でに流していきますので、御判断を頂ければと

思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  ある自治体では、やっ

ぱり５歳から11歳の部分のワクチン接種券の一

斉配送もしませんと、希望者だけに配りますと

いう自治体もあるようですから、ぜひそういっ

た部分、そのとおり、市長の御答弁とおり慎重

にお願いできればと私も思います。 

 ちょっと質問を飛ばします。経済対策の部分

であります。 

 私は、例えばですけども、製造業を営んでお

ります。一昨年のコロナウイルス蔓延時には国

の補助メニューがありまして、何とか息をつい

たと。その後に、国の補助メニューが２年目に

は途中で終わっちゃいまして、そしたら市の補

助メニューが追っかけ、補助メニューがありま

した。非常に助かりました、正直。 

 そういうアフターコロナまで見据えた手厚い

本市の補助メニュー、先月久慈市で開催された

県主催のものづくりセミナーというのがありま

して、私も事例発表させていただいたんですが、

その場でその補助メニューがあって助かったと

いうことも発表しましたらば、業界関係者ある

いは自治体関係者の方から非常に称賛を受けた

と。 

 現在は、コロナ３年目はちょっとこれまた受

注も今のところはありますが、今後の蔓延次第

でどうなるかは不明だと。 

 このようなことを踏まえると、本市での経済

対策、新年度の予算を見てもその辺がちょっと

人手不足に関する補助メニューは見受けられま

すけども、こういったコロナ２年目までのメニ

ューがちょっと見受けられなかったので、その

辺についてはどうだったのかなと思って確認を

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  この辺は重要なところ

だと思います。そして、今またロシアの問題も

ございます。ウイズコロナ、アフターコロナだ

けではなくて、これからの経済というところを

見据えて考えていかなければいけないと私は思

っています。その上でしっかり判断をしなけれ

ばいけない、状況も見なければいけない。これ

から、適宜必要なことを判断してやっていく予

定でございます。 

 あと、これまでの例に関してですね。これに

ついては今までやってきたこと、これについて

は総務企画部長兼新型コロナウイルス対策室長

から答弁させていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  新型コロナウイルス対
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策室長。 

   〔総務企画部新型コロナウイルス対策室

長鈴木英呂君登壇〕 

○総務企画部新型コロナウイルス対策室長（鈴

木英呂君）  命により答弁申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症に係る経済対策に

ついては、令和２年度には44事業、約30億5,00

0万円、令和３年度には23事業、約10億8,000万

円、合計約41億3,000万円、延べ67事業の予算

を措置し、その対策に当たってまいりました。 

 経済対策は、個人向けの支援事業と事業者向

けの支援事業に大別されます。特に、事業者向

けの支援事業については、幅広い分野にわたり

きめ細かく対応してまいりました。令和２年度、

３年度に実施した経済対策の実績につきまして、

その一部を紹介いたします。 

 農林畜産業に関する対策については、外食控

えなどを要因とする消費の減少により価格が下

落した子牛価格や米価、または根ワサビなどの

生産品目を支援する事業のほか、６次産業化の

支援やさらには新型コロナウイルス感染症など

の影響による収入の減少に対応するため収入保

険加入促進事業などを実施してまいりました。 

 主な成果としては、令和２年度に実施した遠

野牛地域一貫体制整備事業費補助金及び主要畜

産品目生産基盤拡大推進事業費補助金において、

黒毛和牛100頭、和牛繁殖雌牛89頭、農用繁殖

牝馬９頭が増頭されております。 

 馬産地遠野活性化支援事業費補助金では、乗

用馬市場のオンライン化や牧柵、馬具類の更新

による環境整備を進め、整備後に行った令和２

年度、３年度の市場売却率は６年ぶりに70％を

超える結果となりました。 

 遠野産米次期作支援事業費補助金については、

米価下落の影響を受けた販売農家636経営体の

水稲種子購入費用を支援することにより、経営

安定化及び生産意欲の向上に寄与したものと認

識しております。 

 収入保険加入促進事業費補助金については、

保険料負担額の軽減により令和２年度は86経営

体、令和３年度は103経営体の加入につながり、

農業者の経営安定化に寄与したものと認識して

おります。 

 次に、商工業に関する対策については、市内

中小企業において事業継続と雇用確保がしっか

りとなされるよう事業資金補助などを実施した

ほか、アフターコロナを見据えた生産基盤拡大、

デジタル社会への対応を後押しする事業などを

展開してまいりました。また、消費回復型の事

業としては、プレミアム商品券事業や消費喚起

イベントの実施支援などが上げられます。 

 主な成果としては、中小企業等の資金繰りを

支援する中小企業等事業資金緊急対策事業費補

助金においては、令和２年度の交付実績は197

件で事業効果は約37億円、施設投資等を支援す

る商工業再生・持続化補助金は13件で事業効果

は約１億4,000万円、供給力向上促進事業費補

助金は４件で事業効果は約3,000万円と見込ん

でおります。 

 消費喚起を支援する消費喚起支援事業費補助

金は114事業者が参加し消費効果は約１億2,000

万円、商い元気回復事業費補助金は５事業に支

援し約7,000万円の消費効果があったと見込ん

でおり、地域経済の下支えにつながったものと

認識しております。 

 次に、観光・宿泊業に関する対策については、

宿泊と市内回遊による消費回復を促進するクー

ポン券事業のほか、ワーケーションなど新たな

観光需要の取り込みに向けた事業などを展開し

てきました。飲食店への支援については、給付

金事業のほか、飲食店への来店を促すキャン

ペーン等の実施支援を行ってまいりました。 

 主な成果として、新型コロナウイルス感染症

対策観光振興補助金により、遠野市観光推進協

議会が実施したクーポン券事業においては、宿

泊クーポン券の令和２年度の利用実績は延べ6,

340人、市内回遊クーポン券の利用実績は延べ9,

229人であり、影響を受けた宿泊・観光業者を

はじめ飲食店や小売店などを支援することがで

きたものと認識しております。 

 今年度も引き続きクーポン券事業を実施して

おり、１月末時点の利用実績は、宿泊クーポン
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券が延べ1,808人、市内回遊クーポン券が延べ6,

216人となっております。 

 現在実施している令和３年度の経済対策事業

の効果について検証を進めるとともに、引き続

き市内事業者のニーズ把握に努め、ウイズコロ

ナ、そして未来を見据えたアフターコロナの取

組を迅速に行ってまいります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ８番萩野幸弘君。 

   〔８番萩野幸弘君登壇〕 

○８番（萩野幸弘君）  私の持ち時間もなくな

ってまいりましたので、この後、やっぱり新年

度に向けてどうなんだろうと、具体的に確認し

たかったわけですが、先ほど市長の御答弁で新

年度もしっかりとやっていくというお話でした

ので、それをもって、あとは具体的な部分は予

算委員会、特別委員会等で確認してまいりたい

と思います。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  午後１時まで休憩いた

します。 

   午後０時12分 休憩   

────────────────── 

   午後１時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。 

 引き続き、一般質問を行います。 

 次に進みます。１番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  小松正真でございます。

一般質問を始める前に、本日、最初に市長から

もお話がありましたが、ロシアがウクライナに

軍事侵攻をいたしました。今もウクライナ各地

で戦闘が続いており、多くの犠牲者が生まれて

いると、そういう状況であります。 

 日本の林外相が、ウクライナ政府に対して、

ロシアの侵攻により亡くなったウクライナ市民

にお悔やみを申し上げるとともに、被害を受け

られた方々にお見舞いを申し上げる、力による

一方的な現状変更は、国際秩序の根幹を揺るが

すものであり、ロシアを強く非難すると発言し

たという報道がなされています。 

 侵略と表現した日本国政府、この判断を私は

支持するとともに、日本国政府には言葉だけで

はなく、国際社会と協力して一刻も早くこの侵

略行為を解決に導くための行動をすることを強

く望むところであります。 

 それでは、一般質問を行います。 

 私の一般質問は、大項目２点について、市長

に対し一問一答でお伺いをしてまいります。 

 まず、大項目の１点目、遠野みらい創りカレ

ッジについて質問してまいります。 

 遠野市内の中学校再編に伴って廃校になった

土淵中学校を利用して、遠野みらい創りカレッ

ジ事業が開始され、早くも数年が経過をいたし

ました。これまでも多くの利用者がいるという

ことで、議会でも説明を頂いているところでは

ありますが、本日は、これまでの遠野みらい創

りカレッジについて、そして、今後の方針につ

いてお伺いをしてまいります。 

 まず、最初の質問でありますが、本日、議会

を御覧になっている市民の皆様にも遠野みらい

創りカレッジを理解してもらうため、遠野みら

い創りカレッジの設置目的について確認をいた

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  重ね重ねウクライナの

ことは心配です。本当に皆さんで一緒に祈りた

いと思います。 

 遠野みらい創りカレッジ、私はすごく重い響

きに感じて、責任のある看板だなというふうに

思っていたのが率直な意見です。それだけの答

え方をしなければいけないことだと思っており

ます。 

 みらい創りカレッジは、平成25年３月末に閉

校した旧土淵中学校の空き校舎を活動拠点とし、

平成26年４月、市と株式会社富士ゼロックスの

遠野みらい創りカレッジ協定により設立したも

のであります。 

 そして、設立の目的は、両者が、まちづくり、

芸術、文化、産業などの分野において相互に連
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携するとともに、交流人口の促進等を図るため

に設立される遠野みらい創りカレッジの構築及

び運営について協力することにより、地域及び

産業の発展と人材の育成に寄与することとした

ものであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  様々な目的を持って施

設が設置されたということが、議会を御覧にな

っている皆様にも御理解いただけたのかなとい

うふうに思います。 

 2016年には、現在の委託先である一般社団法

人遠野みらい創りカレッジが誕生したとの過去

の資料を拝見をいたしました。現在の運営体制

についてお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  運営体制ですから、人

的な体制というふうに考えてお答えさせていた

だきます。 

 平成26年４月は、株式会社富士ゼロックスか

ら２人常勤職員、１人非常勤職員のほか、市内

採用の１人の契約社員と市から派遣職員１人と

いう５人体制での運営でありました。 

 平成28年４月に法人設立登記を行い、一般社

団法人遠野みらい創りカレッジとして、市から

の派遣職員１名を含めた６人体制での運営とな

りました。 

 平成29年２月には、総務省のふるさとテレ

ワーク推進事業補助金を活用し、高速通信環境

を整え、テレワークセンターの運営を開始しま

した。 

 令和元年６月には、内閣府の地域創生拠点整

備交付金を活用し、食育を支援するカフェ機能

を整え、一般社団法人遠野みらい創りカレッジ

が運営主体となり、独立採算による運営体制で

食育カフェアダージオの運営を開始しました。 

 そして、令和元年度、株式会社富士ゼロック

スは協定の期間満了に伴い、遠野みらい創りカ

レッジの運営から撤退した。この撤退に伴い、

令和２年４月からは、一般社団法人非常勤社員

１人と常勤の業務受託者１名、市からの派遣職

員１名の３人体制での運営でありました。 

 令和３年４月からは、一般社団法人、非常勤

社員１名、常勤の業務受託者１名の２名の体制

での運営となりました。 

 以上です。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  残念ながら当初から運

営に関わっていた、今は社名変わっていますけ

ど、富士ゼロックスさんが既に撤退されたと。

現在は、一般社団法人遠野みらい創りカレッジ

が、令和３年度、２名の体制で運営をしている

という御答弁でございました。 

 次の質問でございますけれども、これまで土

淵中学校が閉校してから今日までどのぐらいの

予算をここに投入をしてきたのか、お伺いをい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  ちょっと読ませていた

だきます。建物については、平成26年度、平成

28年度、平成30年度に改修整備しており、その

総額は１億6,870万円です。このうち、国庫補

助が8,750万円であります。 

 遠野みらい創りカレッジ運営業務委託費は、

平成26年度から令和３年度の８カ年の総額5,48

0万円であります。 

 以上です。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  すいません、ちょっと

１点確認をしたいんですけれども、今の建物の

予算の中に、テレワークセンターをつくったと

きの予算と食育カフェアダージオをつくったと

きの予算というのは含まれているんでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  それでは、内訳を申し

上げます。 

 平成26年度、旧中学校改修整備につきまして
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は、執行額8,230万5,720円です。次に、テレ

ワークセンター整備、1,050万665円、次にカフ

ェレストラン改修整備、総額7,591万2,800円と

なります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  これまで総額として２

億円を超える予算がここに投入をされてきたこ

とが分かりました。 

 私が市議会議員になってから、「検証」とい

うキーワードで、毎回議会でいろいろ質問をお

伺いしているところではありますが、しっかり

と検証をしていかないと、今後の遠野みらい創

りカレッジがどのような方向性に進んでいいか

は分からないというふうに思います。 

 この一般質問を通告したときに、ヒアリング

といって、市当局の担当者から一般質問の内容

に対しての聞き取り調査がありました。その際

に、遠野みらい創りカレッジ事業は教育のため

の事業なので長い目で見ていただいて、費用対

効果という質問は趣旨に合わないと思いますよ

という御指摘を頂戴をいたしました。 

 その際にもお話ししたんですけれども、費用

対効果も、先ほどお話しした検証の一部であり

ます。教育だから、福祉だから、第三セクター

だから、そういって際限なく予算を投入してい

いというわけではないというふうに思います。

これまでの現実をしっかりと逃げずに直視し分

析を行う、これが今の遠野に一番求められてい

ることであると私は思います。 

 それを踏まえて次の質問ですが、これまでの

遠野みらい創りカレッジで行われている事業、

これらの実績についてどのように捉えているの

か、お伺いをいたします。 

 先ほどお伺いした予算に対しての効果、費用

対効果についてもどのようにお考えになってい

るのかお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  市としてのこれまで各

年度評価されていることについて、私のほうか

ら御報告をさせていただきますが、平成26年４

月から令和３年12月まで交流人口は約４万3,00

0人、市外からの交流人口は１万3,000人です。 

 活動につきましては、次世代教育、市内高校

生が首都圏の大学生と交流を持つ、留学生と交

流を持つ、そして地域の課題等を話し合ったり

しながらプレゼンテーションを行った。この活

動に参加した高校生は多様な感想を持っている

ようで、よい機会になったとなっております。 

 また、高校生は、自らの関心持つことに関し

て、客観的に把握することで進学目的が明らか

になったり、ＡＯ入試などの挑戦にも役に立っ

たというふうに感想を申しております。 

 さらには大学進学後も、何らかの形で携わり、

プログラム参加、子どもたちとの可能性追及を

したいとも考えているようです。 

 令和元年６月には、カフェレストランの運営

が、一般社団法人遠野みらい創りカレッジによ

る独立採算制ということで始まりました。コロ

ナウイルスの影響もあり、休業を余儀なくされ

ておりますが、これまでの来店客は約6,000名、

収入は450万円であります。 

 カフェレストランは、食を通じて地域を育む

食育のカフェということになっております。食

材を生産農家より購入するなど地産地消に努め

ておりました。緑峰高校の生徒が栽培した琴畑

カブなどは評判がよかったようです。 

 以上のことが実績とされております。参加者

の宿泊・交通・飲食、地産地消にこだわる食育

カフェの食材調達による生産者の所得向上等、

経済効果もあったようになっております。 

 また、人材育成には時間がかかるグローバル

人材をこれからも育成していきたいというふう

に評価はつづられております。 

 以上です。 

 私の感想でしたですね。なかなか参加する機

会がなかったということもあります。ただ、ど

んどん時代は変化するものです。社会の要望も

変化していくものです。ですから、私は次のス

テップに向かっていきたいなというふうに考え

ております。 
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○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  様々な実績があった、

これは私も理解するところであります。市長も、

次のステップというお話をしておりますので、

次の質問でそこら辺をちょっとお伺いしたいな

というふうに思うんですけれども、過去にテレ

ワーク事業、先ほど聞いた話だと1,500万円ぐ

らいですか、お金を使ったと。テレワーク事業

で導入した大型の複合機、年間維持費30万円、

2020年度の使用実績は印刷枚数ゼロ枚、食育カ

フェ、先ほどの御答弁で7,500万円で設置、売

上げは年間150万円程度、到底利益が出ている

という状況ではありません。また、そのカフェ

には、その人件費の一部、足りないところを市

の委託料を入れて補っているという過去の御答

弁がありました。 

 コロナウイルスの影響が幾らあるとはいえ、

今の遠野みらい創りカレッジ、これは本当にう

まくいっていると言えるのでしょうか。私も市

長と同感で、次のステップに行かなくてはいけ

ない時期なのかなというふうに思うところです。 

 また、ここに登記簿、先日花巻の法務局に行

って、一般社団法人遠野みらい創りカレッジの

登記簿謄本を取得してまいりました。役員の構

成を見ると、委託元である、発注元である遠野

市の職員が、委託先である遠野みらい創りカレ

ッジ、これの役員になっています。私は、この

形というのはいびつであり、即刻是正しなけれ

ばならないところだなというふうに思うところ

です。 

 先ほどあったとおり、これまで２億円の予算

を投入してまいりました。議員になった当初か

ら、遠野みらい創りカレッジ事業について質問

をしてまいりましたが、現状を考えて、多額の

予算を投入してこの現状というのは、市当局に

とって大きな反省と責任を考えていただきたい

と思いますし、前任期で大きな予算を承認して

いるとはいえ、遠野市議会としても大いなる反

省と責任を痛感しなければいけない、そのよう

に思います。 

 とはいえ、旧土淵中学校、なくなるわけでは

ありませんので、どうにかして次のステップに

向かわなくてはいけません。今後、この旧土淵

中学校をどのように利活用していくのか、方針

があればお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  まず、市の担当職員は、

市長の目的、政策を実行するための最大の協力

者であります。ですから、職員の考え云々のほ

かにも従わなければいけない部分も出てきます

ということは、御承知おきいただきたい。その

上で、皆が抱える違和感についてしっかり協議

をして進めてきました。予算編成も変わってい

ると思います。まずその辺の役員等に関しては、

修正が必要かと思って指示をしております。 

 そのほか使い方に関しましては、若干地域住

民の方から少し遠くなっているかなという気が

しますので、もう一度地域住民の方とよく話を

して、そのほかにベンチャー企業であるとか、

市内の活動団体であるとか、事業者も含めて多

岐にわたって活用できるようにしていきたいと

思っています。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  今後は、もっと市民の

皆様に活用してもらうような、そういう施設に

生まれ変わりたいという御答弁だとお伺いをし

ました。 

 市長の所信表明の中に、市民活動サポートセ

ンターを開設したいというものがありました。

まだまだ構想段階の話だというふうには思いま

すけれども、市民活動サポートセンターという

名称からすると、市民活動をサポートする、す

いません、そのままで大変申し訳ないんですけ

ど、市民活動をサポートするための施設か団体

をつくりたいというふうに受け取ったところで

あります。例えば、今後、市民活動サポートセ

ンターをつくるとして、旧土淵中学校を活用し

てつくるのはいかがでしょうか。 

 提案の理由としては、過去に整備した設備が、
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しっかりとした整備が残っています。なので、

比較的簡単に様々な団体が利用できる環境にあ

るというのが一つ。あと、そもそも遠野市の経

済の中心はＪＲ遠野駅中心のものだというふう

に私は理解をしているところなんですけども、

過去につくったテレワークセンターのような経

済を動かすためにやるような事業というのが、

バスで行かなきゃなんないとか、もしくは自転

車で行かなきゃなんないような、土淵中学校と

いうのはあんまりそぐわないのかなというふう

に私は思っています。 

 なので、土淵中学校に行けるっていえば、や

はり市民の車を使って行ける方々が利用できる

ような環境にしたほうがいいんじゃないかなと

いうふうな思いを持って、市長が考える市民活

動サポートセンター、ぜひ土淵中学校につくる

ことを検討するか検討しないか、お伺いをいた

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  市民活動サポートセン

ターの回答でよろしいですか。市民活動… 

○議長（浅沼幸雄君）  反問でよろしいですか。 

○市長（多田一彦君）  はい。 

○議長（浅沼幸雄君） それでは、確認してく

ださい。 

○市長（多田一彦君）  市民活動サポートセン

ターの設置に関するお答えをすればいいですか。 

○議長（浅沼幸雄君）  市長、１回着席願いま

す。 

 １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  市民活動サポートセン

ターを設置するとして、その設置場所を土淵中

学校につくってはいかがかという質問でござい

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  市民活動サポートセン

ターというのは、小さな拠点であっても、地域

の人、団体がこういう事業をしていきたいなと

か、様々な自主的な活動についてサポートして

いくイメージでおります。このイメージってい

うのはだんだん固まってきて、状況を見て小さ

な拠点でも必要だろうというふうに考えていま

す。その結果、土淵中学校っていうのもその候

補の一つではありますが、まだそれを固定して

は考えておりません。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  分かりました。今後、

ぜひ今のお話を検討していただいて、議題にの

るようであればぜひしっかりとその旨の方向性

で取り組んでいただければなというふうに思う

ところです。 

 土淵町には、今現在水光園、伝承園、その他

にも民間でいろいろソフトクリームやったりと

か、そういうふうな動きがいろいろ見えている

と思います。小さな拠点の地域づくりも土淵が

先行事例として既に始まっているような状態で

すので、今後、土淵中学校を利活用するに当た

って、過度の土淵町民への負担というものが増

えないか、それだけをちょっと心配をしている

ところです。ぜひ、土淵町民に向けて市長のメ

ッセージを、今この場で発していただければな

と思いますが。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  土淵町民の方に過度の

負担というのは予測しておりません。まず、土

淵中学校に対する思いというのは、私が何を言

おうが、地元の方、そこを卒業していった方に

勝るわけがない。その思いをしっかりとつない

でいくということが大事だし、テレワークセン

ターという話も何回かお話になっていますが、

なぜテレワークかというと、どこにいても仕事

できるからです。だから、どこかに行ってテレ

ワークをするという時代ではないんです。その

場で仕事をするという時代がテレワーク今の時

代です。 

 ですから、遠野市はネット環境がこれからま

すます充実していきます。各家庭にもＷｉ─Ｆ
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ｉが設置されています。それこそ家で仕事がで

きる環境が整っていくわけです。どこでも自由

に仕事できる環境を目指していきたいと思いま

す。 

 もう一つ、私、非常に深い感銘を受けること

があります。これ、ちょっと時間頂いて読みた

いと思います。 

 土淵中学校教育目標、心身ともに健康で実践

力があり、明るく平和な文化国家の形成者とし

ての誇りと責任を自覚し、21世紀の国際社会に

開かれた日本人を育成する。総合目標、誠実、

勤勉、自主の人間育成、自ら学び、心豊かなた

くましい生徒の育成。カッパ塾とは、平成13年

度から始まった土淵中学校の総合的な学習の名

称、学校のテーマ、生き方学習に沿って、学年

別テーマに基づいて個人テーマを決定、課題解

決学習を行っていくものです。本校の近くの寺

の境内にカッパ淵というところがあります。そ

こには、昔カッパが住み、よくいたずらをして

いたそうですが、寺が火事になったとき、消火

の作業を手伝ったという昔話があり、そのカッ

パの昔話に由来した名称です。ネーミングにつ

いては、あまり深い意味はないかも、という文

書がありました。 

 これ、まさに今、子どもたち、地域に求める

教育理念ではないかというふうに思います。こ

こを目指していけばいいんです。そのために、

私が思うには、もう一回生徒手帳をあそこに入

る人たちに発行してもいいなとか、いろいろあ

ります。もっともっとイマジネーションを広げ

て、土淵中学校の活用をしていきたいというふ

うに思っています。土淵町民の方にどんどん意

見を言っていただいて、明るくよいよりどころ

になるようにしたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  大学を卒業して、22歳

で遠野に帰ってきました。そのとき、一番最初

に仕事したのが土淵中学校でした。私は遠野中

学校の卒業生なんですけど、土淵中学校が、も

う一回自分が中学校に入り直した、私も何か土

淵中学校を卒業しているような雰囲気のときも

あるので、今の生徒手帳の話も今後しっかり検

討していただいて、土淵中学校の利用、ぜひ次

のステップに進んでいただければなというふう

に思うところです。 

 次に、大項目２点目、「市内で経済循環する

まち」についてお伺いをしてまいります。 

 多田市長が誕生して約５カ月経過をいたしま

した。前回の一般質問の際にも、「あと３億円

あれば」という市長の本音も見え隠れしました

が、市長は選挙の際に、市民の皆様に向けてお

話しされたことと、現在の市の財政と現状を見

比べながら頭を悩ませていることとお見受けい

たします。 

 しかしながら、市民の皆様にお話しされたこ

とは実現していただかなくてはいけません。市

長は、５つの項目を掲げて当選してまいりまし

たが、今回の一般質問では、その中の一つ、

「市内の経済循環するまち」について、その一

端をお伺いいたします。 

 最初の質問ですが、市長が考える市内で経済

循環するためにはどのようにしていくつもりな

のか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  今の御質問には何種類

か、幾つかの方向から物を考えなければいけな

いというふうに思っています。不足する部分が

あると思いますので、不足した場合は後で聞い

てください。 

 まず、できるだけ単純に考えると、市内で発

生したお金は外に出さないで、市内の事業者に

仕事していただくようにしていただくというこ

とであります。これは、まずニーズに応えるた

めの準備も必要です。今の時代ですから、在庫

を持たなくたって、いろんな形でそれに対応す

るということはできると思います。 

 また、ここは市が市内でお金を使うからとい

うことではなくて、相互の利益のために相互に

努力をするということが、営業努力をするとい

うことも大前提になっております。その相互の
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努力というのは非常に重要だということを、ま

ず一つ捉えてください。その上で、発注できる

ものを市内に発注していくと。受注するほうは、

しっかり営業もし、努力をして受注できるよう

にすると、責任を持って受注していただいて、

それを実行していただく。 

 もう一つは、例えば全てを行政が事業として

起こしてくんじゃないですよということです。

事業チャンスを数多く行政もサポートしてつく

っていくということが必要になります。その結

果経済が発展し回っていくと、こういうシステ

ムを考えなければいけません。そのために、市

は持っている財産を使って、有効に事業を起こ

せるようにしていかなければなりません。 

 今のところの質問には、この答えでよろしい

でしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  市長がお考えのとおり、

市内で経済を循環させるというのは、一つ二つ

のことじゃないと思うんです。いっぱいいろん

な要素がある中で、それを一つひとつやっぱり

クリアしていくのが、やっぱり市内で経済が循

環するまちの実現に向かっていくことなのかな

というふうに、私も思っているところです。 

 今日は、そういった多項目ある中で、市内で

経済循環するまちになるためには、遠野市内で

１、２番に大きい企業って言ったらいいですか、

遠野市役所も、これ大きい企業のうちに入ると

いうふうに思います。 

 遠野市役所という大企業が、遠野市から発注

される仕事は、入札等をやって発注されるとい

うふうに理解をしているところですけれども、

遠野市内の企業が落札する率をお伺いをいたし

ます。これは、件数の率そして金額の率という

ふうにあると思いますので、それぞれお伺いを

したいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  いろんな業種、いろん

な入札、落札あります。業務委託とか物品購入

の数字でよろしいですか。 

○議長（浅沼幸雄君）  反問でよろしいですね。 

 １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  これ、ヒアリングのと

きにも申し上げたところなんですけど、全体の

数字があったとして、例えば建設土木というの

は恐らく市内にほとんど発注されている金額だ

と思いますので、それ以外のところでもし数字

が押さえられているのであればお伺いをいたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  よろしいですか。 

 多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  ありがとうございます。

ちなみに、それでは、物品購入について申し上

げます。約44％、3,249万4,000円、業務委託、

約48％、５億534万6,000円、全体で46％、市内

業者の契約となっております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  今日はじめてこの数字

を今この場で聞いているんで、私の率直な感想

は、半分行かなかったんだなというのが率直な

感想です。 

 遠野市内の企業ができることも市外に発注さ

れているというケースがあるということは、市

民の皆様から多く伺っております。また、仕事

によって利益が大きな仕事は市外に発注され、

市内の業者は入札にも呼ばれもしないというこ

とも聞いています。私も、サラリーマン時代に

そのようなことを多く経験しました。何で市内

の業者ができるのに市外に発注されなくてはい

けないんだ、入札業者登録って一体何なんだろ

う、そう思って憤慨した思いは１度や２度では

ありません。 

 そんな私の個人的な感情はちょっと別にして、

市長がお話しされてきた市内で経済循環するま

ちを実現するためにも、これまでの入札や業者

選定の在り方を検証しなくてはいけないと思わ

れますが、いかがでしょうか。 
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 ただ、遠野テレビを御覧になっている皆様、

そして、この議場にいる皆様に勘違いをしてい

ただきたくないのでお話をしておきますけれど

も、入札や発注にはしっかりとしたルールがあ

ることは理解しています。今回の質問は、ルー

ルをねじ曲げて無理やり遠野市内に発注したほ

うが経済が回るのではないか、そのようなこと

を言うつもりはありません。決まっているルー

ルの中で、遠野市内の企業や個人事業主の皆様

が正しい競争に参加するための土壌をつくりた

いという思いでの質問でございます。その辺を

御理解の上、市長にも御答弁いただきたいと思

います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  もとより市内で経済循

環ということは、そういうことです。ただ、全

ての営みや法律の定めるところ、これをしっか

り守った上でのことです。入札、選定もルール

があります。このルールをしっかりと守って進

めなければいけないということは大前提の上で、

皆さんが市内の事業者の方が参加できるように、

例えばある一定基準が必要であれば、そこに到

達できるように努力をお互いにして持っていく

ということは重要なことです。 

 また、今回、ケーブルテレビの光ファイバー

の設置工事など大きな事業もありますが、これ

らはやはり市外業者を使わなければいけないの

で、いろんな意味でのパーセンテージというの

は、そこのところで少しダウンしていくという

ことは、これやむを得ないことだというふうに

思っています。 

 いずれにしても、事業者、行政、一緒に努力

をして、市内で事業を循環できる体制をつくっ

ていかなければならないと強く思っています。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  全くそのように私も思

うところです。先ほどの市長の御答弁の中にも

ありました相互の努力、これが今後遠野市内で

ますます求められることではないかなというふ

うに思うところです。 

 市内で経済循環をするまちを実現するために

も、先ほどの入札、しっかりと検証を行ってい

ただいて、いいところは伸ばす、よくないとこ

ろは反省して訂正する、ルールの中で、訂正す

る相互作業をぜひ行っていただければなという

ふうに思います。 

 一般質問の最後に、先ほど入札の検証という

お話をいたしました。前回の一般質問でもお伺

いをいたしましたが、そこから時間も経過をい

たしましたので、より内容が具現化されている

かと想像してお伺いをいたしますが、これまで

の遠野市内で行われてきた政策や事業、先ほど

の入札や業者選定の在り方全てを検証していか

なくてはいけません。徐々に検証作業も始まっ

ているというふうに思いますが、これからその

ような検証の方法、どのように進めていくつも

りなのかお伺いをします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  私も公約で申し上げま

したが、検証は進めると、現在も検証は進めて

おります。その結果として、様々な事業、予算

のつけ方が変わっていると思います。また、組

織改革もいたします。そのために、初年度の予

算に組み込むことは難しい部分については補正

を組んでいきます。新しい組織になって、しっ

かり計画を立てるべきこともあると判断してい

ます。そういう予算の違いもございますので、

その辺も一つ考えながら見ていただければと思

います。 

 その上で、必要な部分しっかり予算をつけて

いくという作業に入ります。検証は常に必要で

す。検証と実行、企画、実行の繰り返しだと思

います。 

 その上で検証に、自分たちだけでは無理な場

合、議員の皆さんにお願いする場合もあるし、

第三者委員会にお願いする場合もございます。

様々必要に応じた形で進めていきたいと思いま

す。詳しい検証の今ベースをつくっているとこ

ろ、それと、分かるところを進めていること、
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その先で必要な場合はまた御相談をさせていた

だいて検証をするというふうに考えています。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  しっかりとした検証の

体制をつくっていただいて、今後正しい現状の

分析が行われることを切に望むところでありま

す。 

 本日お伺いしてきた遠野みらい創りカレッジ、

入札、そのほかにも第三セクターの改革など、

しっかりとした検証の下進めていかなくてはい

けないというふうに思います。新しい方針を立

てるには、正しい現状の分析が必要不可欠です。

これから１年間をかけて、先ほどお話しした内

容が改革をされていくことと思いますが、ぜひ

市長の所信でもある検証をお忘れにならないよ

う、焦ることなくじっくりと確実に一歩一歩前

進することを期待して一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後１時46分 休憩   

────────────────── 

   午後１時56分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 次に進みます。16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  通告に従い一般質問を

行います。午前の同僚議員の質問にもありまし

たが、昨年の米価の下落と水田活用の直接支払

い交付金の見直しと遠野市の農業の根幹を揺る

がすような出来事が起きています。私たちは、

議会を通しながら、見直しを求めていかなけれ

ばなりません。多面的な役割を持っている農業、

そして農村、それを守っていくこと、いかに大

切であるか知っていただきたいと私は思ってお

ります。市長も率先して行動を起こしてくれる

ということは、市民も心強さを感じ取ってくれ

るものと思っています。 

 さて、質問に入りますが、市長は、10月の市

長選挙において初当選し、12月には、11地区に

おけるみんなの井戸端会議を開催し、多くの市

民の声を耳にしていたはずであります。選挙前

にも、多くの市民の声も届いていたものという

ふうに思っておりますが、改めてみんなの井戸

端会議を開催した意義について質問いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  一言で言って本当に意

味のある時間をいただいたと思います。皆さん

の声を生で聞いて、どうすればいいかというそ

のプランまでしっかりと話し合って、つくって

おられました。私は、この計画を後押しする、

これが仕事だなというふうに感じています。 

 各地、小さな拠点、スタートしたばっかりで

す。行政区再編あります。いろんな不具合も出

てくると思います。ただ感じたことは、各地域、

皆さんが前向きにスタートしていると。それは

皆さんの話し合いがかなり濃いものだったんじ

ゃないかというふうに想像できます。そういう

意味で、これから、一緒に取り組んでいきたい

というふうに思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  十分な声をいただいた

と、それを後押ししていくというようなことが

答弁されました。 

 次に、その成果についてどのように考えてお

られるのかお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  井戸端会議のときには、

218件の意見をいただきました。その実現に向

けた検討を行い、もう既に20％、38件について

は対応いたしました。また60％、130件につい

ては、様々方法論等議論しております。先ほど

もありましたが、道路等ライフラインに関して

は、その計画の中に組み込んでいかなければい

けないものもありますので、そういうふうに進

めていきたいと思います。 

 いずれにしても、いろんなところで聞いた意

見は、本当に重要なことで、急を要するものば

かりでした。その優先順位をつけていかなけれ
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ばいけないということは非常に苦しいことであ

りますけども、優先順位を検討しながら、着実

に実行していきたいと思います。 

 なお、そのときの案につきまして、意見につ

きましては、各地域等に既に配布しております。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  218件の意見要望をい

ただいたということで、３か所は300人を優に

超えていたというふうに私も伺っております。

そういったことがこれからの市長の動きの糧に

なるのかなと私は思いますけれども、次に、市

民要望についてどう分析をし、先ほど幾らかあ

りましたけれども、どう分析し、判断し、そし

て、令和４年度の当初予算案に反映されている

のかどうかについてお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  最初に予算についてで

すけれども、すぐ反映させたものと反映してい

ないものがあります。これは、その取組に関し

てプランを立てなければいけないというものも

あります。組織再編を含めながら、その上で補

正を組んでいくという考え方でございます。そ

のときには、地域のお話ももう一度聞かなけれ

ばいけない。 

 もう一つ、さらに考えたのは、テーマ別、例

えば農業もありますね、この水田の問題、国の

助成の問題、これもあります。畜産をどうやっ

ていくか、ごみ処理の問題、誘致企業の問題、

様々あります。今度はテーマ別にやっていきた

いと思います。その中では、より具体的に提案

をしたいというふうに考えています。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  今後、テーマ別にきち

んと精査する、そしてまた補正予算のほうで対

応していきたいというふうに私は伺いました。 

 続きまして、大きなテーマの２つ目でござい

ますけれども、市政課題についてということで、

これは、井戸端会議の中でもいろんな形で課題

として、あるいは要望として出されたものの一

部から私が拾い上げて質問したいというふうに

思います。 

 まず、小さな拠点についてですが、それぞれ

の地区センターは今まで地区の活動の拠点であ

り、これからもそれは変わらないと思いますが、

私は、ますます地区センターの重要性はあるも

のと思いますが、市長の演述の中でも、地区セ

ンターの役割には、小さな交通網などを含めな

がらも、実現も目指していきたいということが

言われておりますが、細かいところは見えませ

んが、今の体制において実現するのかを含めて、

市長は地区センターについてどう思っておられ

るのか。 

 私は、50年来ずっと地区センターを中心に組

織活動、団体活動をやってまいりましたけれど

も、小さな拠点になって、やはりその中心とな

る市職員がいないと、地元の方々といいますか、

地連協に雇われた方々がやっておりますけれど

も、そういったものも含めて、地区センターの

あり方、これは、我々地域の者にとって、重要

なる拠点として、やはりそこが盛り上がらなけ

ればその地域の活性化も盛り上がりもないとい

うふうに私は捉えておりますけれども、市長は

どのような考えでしょうか、お尋ねします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  全く同感であります。

小さな拠点は、名前は小さな拠点ですけれども、

恐らく大きな拠点になっていくだろうし、最重

要拠点になっていくと思います。今のところ、

まだ手探りの部分もありますよね。だけど、い

ろんな制約が緩くなったと考えると、仕事、小

さな産業をつくることもできるし、いろんなこ

とができます。そのサポートをする体制をさら

に強化していきたいと思いますので、小さな拠

点はこれからどんどん発展するというふうに期

待したいと思っています。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  市長はそのようにおっ
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しゃいましたけれども、次に、行政組織の見直

しについて質問いたします。 

 地域づくり応援室がなくなるとお聞きいたし

ました。わずか２年で地域づくり応援室がなく

なるということは、私が捉えるには、その役割

が終わってしまったのか、また前のように市職

員を配置し、見直しをしていくつもりなのか、

その点についてお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  私は、応援室は準備の

ための室というふうに捉えております。これか

らは、一緒に協働していくと。地域づくりは、

地区センター、重要なものになっていくと。そ

して市としての地区センターの位置もさらに重

要になっていくとして捉えれば、応援室ではな

くて、全体が地区センターと伴走していくとい

うふう捉えていただきたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  それは正しいことかも

しれません。しかし、今の時期、皆さんもそう

だろうと思いますけども、各行政区の総会など

を開いて、次にも延べますけども行政区合併等

も含めて、私は、やはり今が一番大事であって、

それを軌道に、要するに地域の活動が軌道に乗

るまできちんとフォローするといいますか、こ

れでいえば応援となりますけども、そういった

ものが出来上ってからでもこれは取り外すこと

はできますし、やはり一番大事なところが欠如

しているのかなというふうに思いますけどもど

うでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  その反対にお考えいた

だきたいなと思っています。しっかり伴走して

いく、どんどん相談してお話をしてください。

応援室ではなくて、全体で市民協働していくと

いう考えであります。ですから、本当に逆の、

縮小ではなくて、これから発展していくという

意味でお考えいただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  そう言ってしまえば、

これからのことですから、できませんとは言い

ませんけれども、やはりその求めている理想の

地域づくりまで持っていくためには、私は今の

現状では不可能だと私は思いますけども、その

辺についてはどうでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  これは私も頑張りたい

と思います。ですから、今までつくっていく過

程では、ここにいる副市長も頑張ってきました。

この間井戸端会議をして、着実に一歩を進んで

いるという印象も受けました。でも、これから、

もしかするとこんなこともできる、あんなこと

もできるという部分に関しては、まだまだじゃ

ないかなというふうに思います。その辺も含め

て、発展していけるように、私も一緒に協働し

ていきますので、よろしくお願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  考え方は人それぞれい

ろいろありますけれども、市長のように気持ち

が大きく、これから夢をもってやっていけば何

でもできるんだよと、こういう考えであれば、

それはそれでいいと思いますけれども、私は、

50年間の地域の活動を通しながら、今の現状を

見た場合には、かなり厳しいなというふうに私

は思っているところでございます。 

 次の質問でございますけれども、私たちの住

むざいのほうにも光を与える必要があるんじゃ

ないかなと、先ほど申したとおりでございます。 

 次に、生活交通についてですが、高齢者と免

許返納者についてであります。これは、私、一

般質問でも２回も３回も行っていますけども、

公共交通と言われるバス、タクシーの利用は当

然ですけれども、特にもやむを得ず免許返納、

返納したくないと思いますけども、いろいろな

面で条件引っかかって、返納しなければならな

いという方が年々私は増えているというふうに
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考えております。そういったことで、私は、バ

ス利用の無料、割引、免許返納者にそういった

ことも考えてもいいのではないかなというふう

に思っておりますけれども、市長はどのような

形でこういった方々を支えていくのか、どうい

うふうに考えているのかお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  地域交通というものの

取組をこれからさらに始めていきます。その過

程で、市民協働課、市民協働に関して、地域交

通に関してということを進めていきます。 

 もう一つ、地域地区センターの中で、地域の

中で地区センターのポジション、そして、地域

交通ということもあります。その辺のところの

つまりプランニング、構築を始めていきますの

で、その中で、新たな仕組みの中に組み込んで

いきたいと思っています。ただ、提案として、

そういうふうなことはほかの市町村でもありま

すし、よいことだと思います。なおかつ、今低

料金で走っている部分もありますので、免許返

納することによって経費が浮く方もいます。

様々な交通に関する負担の仕方というのは、考

えていかなければいけないところです。ぜひ、

その辺のプランも含めて、これからの中で話し

合いをしていきたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  実際のところ、課題山

積でございますので、その辺は御理解願いたい

と思います。 

 次に、行政区合併についてですが、井戸端会

議の中でもいろんな意見が出ておりますし、地

域の議論が尽くされていないという意見が多か

ったというふうに私は見ております。また、一

方では、遠野町、松崎町においては、全く触れ

られていないという市民にとっては、不平等と

は言いませんけれども、何でそっちはやらねえ

んだというような意見もあり、意味不明なもの

となっています。市長は、見直しの考えはしな

い、のようでございますけれども、新しい仕組

みとしての自治会の交付金は少なく、当然自治

会の会費によって運営されます。自治会は、自

治会の会費によって運営されます。高齢化社会、

高齢化率57％、老人世帯からも会費を徴収する

と、老人による老人のための自治会になろうと

しています。行政区合併は、予算捻出に苦労し、

役員選出に苦労し、コロナで出席も少ない中で

現在進行しています。 

 前回も質問いたしましたが、本当に合併のメ

リットはあるのか、メリットはないのではない

かと。それは自治会組織そのものの合併みたい

なものがありますから、そういった面も含めて

ですけども、合併によって活性化できると市長

はお考えなのかどうかお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  新田議員が今課題山積

だとおっしゃっていました。そのとおり課題山

積なんだと思います。自治会再編、そのほかの

再編もあります。最初に、必ず不具合は生じる

と思います。その不具合を話し合いをしながら

修正していくと、新たな折衷案をつくっていく

ということもこれ必要なことだと思います。高

齢化という問題もあります。新たに変化してい

く部分も、これはあると思います。こうやって

再編していったけども、さらにこういう再編を

するということだってあるわけだし、進化して

いかなければなりません。いずれにしても、始

めたときに不具合はあると思います。これ、全

く調整つかないことに直面しているかどうか、

まずはそこに挑戦していただきたいと思います。

その上で、必要な部分があれば、みんなで話し

合って変えていかなければいけないと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  やるしかないというこ

とだろうと思いますけれども、そのやり手その

ものがなかなか手を挙げないというのも現実で

ございます。 

 次に、空き家の活用についてであります。 

 先日、私はある人に空き家を案内いたしまし
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た。農地もついて、田んぼ、野菜も栽培してみ

たいと、無農薬をやってみたいと、そういうも

のでした。空き家バンクに登録しているものは、

もう値段が何百万、何千万という値段がついて

いて、売る物件になっています。それは写真つ

きで、中も間取りも見ることができます。 

 一方、空き家を貸すという物件はなかなかあ

りません。かといって人が住まなくなれば、家

の中も空気もよどみ、廃りも早いものです。住

み続けている家を処分することはつらいことで

す。そういうことではありますが、前もって意

向調査などをして、スムーズに貸す側、借りる

側ができればと思うのですが、今、高齢者社会

の中で高齢者の方が自分で生活することが難し

くなって、自分の子どもの生活圏などに行く場

合が多く見受けられます。そして、空き家にな

ってしまいます。様々なケースがありますが、

その意思があったならば、空き家も廃れないう

ちに貸すこともできるのではないかというふう

に私は考えました。人口減少対策の１つとして、

空き家対策が重要なことを担っております。市

長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  全く議員おっしゃると

おり、重要なことだと思います。使わなくなる

と人の体温が入らなくなると、どんどん廃れて

いきます。その前にしっかり家族や後見される

方と相談をして、どういうふうに使うかという

ことを話合いをしていただきたいし、その意向

を早めに行政のほうにも伝えていただくと。そ

の上で、使えるうちに使う、貸していただくと

いうことを進めていかなければいけないと思い

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  そういったことが個々

でやれるもんでもございません。それこそ地区

センターを中心に、どの程度の空き家があるの

か、どの程度１人住まいでも来月からいないよ

とか、そういった把握が必要でありますし、ま

たそれを遠野市全体として捉える、担当すると

ころも必要ではないかなと私は思いますけれど

も、ぜひ考えていただきたいと思います。 

 次に入ります。次に、シカ対策ですが、今さ

ら言うまでもありません、シカ対策。私の自治

会でも、昨日総会がありました。その中で、皆

さんから出てくるお話、それは、８割、９割が

シカ対策の苦情といいますか、何やってんだと、

そういった諦めにも似た、そういう気持ちの声

が多々述べられました。そういったところで、

市においても、１億円を超えている県内での最

大の被害者であるというふうに思います。これ

からは、イノシシ被害も出るものと思いますが、

抜本的な対策が改めて求められております。わ

なかけや駆除隊の皆様には、日夜活動している

ことには頭が下がる思いであります。しかし、

それ以上に増え続けているのも現実であります。

この課題が出てきますと、近隣市町村云々とこ

ういうふうな話になりますけれども、やはり遠

野市での対策、そういったものも必要と思いま

す。聞くところによれば、放牧地、荒川牧場、

そういったところの新しい草、除染した後に新

しい草も出ておりますけれども、シカに食われ

て牛の食べる草がなくなってきているという話、

市長も耳にしているというふうに思いますけれ

ども、これは、畜産の振興にも大きな影響を与

えるものというふうに私は思っております。今

年度は、シカで悩まない地域にしたいというふ

うに思うんですが、市長はどのようにお考えで

しょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  本当に悩ましい問題だ

と思います。捕獲は遠野市は強めているほうだ

と聞いています。実際数もそのようです。しか

し、まだまだ足りないというのが現状だと認識

しています。ハンター、例えば若い女性もそう

いうことに関わっていただくということも必要

だし、今放射能の関係で、ジビエ料理はなかな

か進みませんけれども、大槌町では、逆に全頭

検査をする上で、ジビエというのも進めており
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ます。ほかの滋賀県やその近郊でもジビエは進

んでいます。同時に、モンキードックというの

を聞いたことあると思うんですけども、追い払

う犬という訓練もしています。やっていないの

は、東北では岩手だけです。関西、近畿ではか

なり多いです。その成果を上げているところも

あって、私も視察に行ってきました。市長にな

る前ですけど。かなり効果はあるようです。こ

れからのタイミング、やれることを集めて、情

報集して、やれることはまずやってみるという

姿勢が必要だと考えています。したがって、こ

れから研究会、検討会を立ち上げて、次何をや

ってみる、どういうふうにするということを追

求していきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  モンキードックの話あ

りましたけれども、ドローンで追い払うという

のも聞いたことありますけれども、いずれにし

ても時間がかかることでございますけれども、

本当にこういった悩みというものをなくしてい

ただきたいというふうに私は思っております。

そして、この前、新聞で、農業新聞で拝見しま

したけれども、宮城県においては、そういった

ジビエの処理施設が今年からオープンするとい

うことが載っておりましたけれども、一方で、

地元でシカの肉といいますか、殺した後にその

シカをどう処理するのかというのも大きな課題

だと思います。この前、平泉のナンバーをつけ

た車が附馬牛に２台上がってきました。そして

シカを求めて鉄砲の音がしましたから、多分狙

って撃ったんだろうと思いますけども、例えば

ですけども、以前にもありましたが、冬ですか

ら、土の中に埋設することができないというこ

とで、雪をかぶせて見えなくしておく、そうい

うようなこともありますので、ぜひそういった

のも含めて、そういったシカのしかばねといい

ますか、そういったものがいろんなうちの周り

とか山とか、どんどん埋められるのかと、そう

いったことも、やはり改めて考えていかなきゃ

ならないというふうに思います。答弁は要りま

せん、時間もありませんから。いずれシカで悩

まない地域、そういったものを求めていってほ

しいと思います。 

 次に、駅舎について質問いたします。15日の

全協において、今までの遠野駅舎の改築整備に

係る関係団体説明会の結果が示されました。こ

の駅舎については、本来、現駅舎の存続を求め

てスタートしたものと私は思っています。その

後の経過において、ＪＲ側としては、お客様に

対して耐震面において安全が保たれるかどうか

難しいと。早めに改築したいというような話だ

ったというように私は思っております。その後、

様々な案が浮上し、ＪＲあるいは市と一緒にな

って造っていきましょうというような話もあっ

て、その後、Ａ案、Ｂ案といいましたか、いろ

んな形で私たち議員にも示されたこともありま

す。今回の部分で見ますと、ＡからＥですか、

ありますけども、その試算した結果、数十億、

三十何億というのもありましたけれども、そう

いう事業費が上げられております。もちろん市

のみで払うわけじゃなくて、ＪＲと一緒になっ

てそれを負担すると、事業費を負担するという

ことになろうかとは思いますが、私は、今大き

なホテルが必要なんでしょうか。それから、大

きな入浴施設が必要なんでしょうかと考えます。

そういうまたいろんな状況もありますけれども、

そういった中で、それこそ今そういった流れの

中での見直し、そういったものが必要と思うの

ですが、市長の考えをお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  いろんな状況対応をし

ていくということは必要だと思います。まずは

情報を市民の皆さんに共有させていただきまし

た。なかなか駅舎に関することについて情報共

有ができなかったという部分もありますし、情

報が少なかったという部分もあります。その中

で、担当課、苦心して進めておりました。ただ、

コロナ禍において、ＪＲさん側の経営状態も変

わってきました。遠野市ももちろん楽ではあり
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ません。すぐこういう形で建て替えしましょう

とか、そういうことの結論は出せません。ただ、

今までの交渉の過程は尊重します。その上で、

さらに前に向いてどういうふうな形で持ってい

くのがいいのかということをまた、前回に限ら

ず、市民の中で話し合いをして、議論して提案

し合って、最終的には市民の皆さんの総意に基

づいて結論を出していきたいと私は考えていま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  この駅舎の課題、私は

井戸端会議の資料見ましたけども、誰一人とし

て駅舎の課題について触れている人ありません。

そしてまた、今市長は全市民と言いましたが、

そういった中で、そういったニーズといいます

か、意見といいますか、そういったものをこれ

から用意して集めて、そして判断するというこ

となのか、この懇談会は、ほとんど私から見れ

ば、その団体は観光協会もそうですけども、あ

の辺の近くの方々だけと言えば失礼ですよ、だ

けと言えば失礼ですけども、そういった主な

方々の団体ですよ。やはりもっと、であればも

っとざいのほうの声なり、多くの市民の声とい

うものはどのようにして集めて、どのような結

論を出そうとしているのかお尋ねします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  今、駅舎を考える会と

いうものがございます。その中でも情報共有と

か、様々な中間報告等をするべきだろうという

考えから、前回させていただきました。これか

ら市民の総意をどのように形どっていくかとい

うことについては、またその中で話をして、私

の考えとしては、小さな拠点も参加していただ

いて、意見の集約を進めるべきだというふうに

思っています。ですから、少なくとも特定の人

たちだけで話をするということはありませんの

で、次までそういう形でどうやって意見を集め

るかということの話はするかと思いますが、ま

たそこの部分については広げていきたいと思い

ますので、よろしく御理解ください。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  実は、私もこの考える

会に２回、３回出席しておりますけれども、以

前には、今の駅舎をそのまま残す、耐震強度を

図れば残すと、そういった意見も多々出ていま

した。しかしながら、そういう結論は出ぬまま、

ずっと考える会は進んできたんだろうなという

ふうに思います。そしてこの資料を見ますと、

今後の進め方、現駅舎の存続の可能性について

も協議というふうに載っていますけれども、私

は、気持ち的にはそのまま存続するのは大賛成

ですけども、新たに三十数億かけてホテル、あ

るいは入浴施設、そういったものに対しては、

非常に遠野市民としては違和感を感じますけど

も、もう一度市民の考え方、今、小さな拠点を

通してというような話がありましたけれども、

小さな拠点の役員だけなのか、あるいは、市民

はそこに座ってこの問題を投げかけて、そこで

意見を聞くのか、そういったこともやっぱりき

ちっとやっていかないと、この考える会の方々

にも納得できないものというふうに思いますけ

ど、その辺についてお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  結論ありきの議論をす

るべきではないと思っていました、私は。ただ、

前市長が進めてこられたことを、お話し合いし

てきたことを尊重しつつも、相手のあることで

もあります。その辺は尊重しつつ、やっぱりそ

の状況に応じて相談するべきと思っています。

また、現在の遠野市が38億円という金額を出せ

るか、じゃあ20億円なら出せるかという問題じ

ゃないです。とてもその借金をさせるというこ

とは私の心の中では重いです。ですから、新た

にこの議論は進めていきたいというふうに思い

ます。状況も変わっているので、その辺も含め

て整理していかなければいけない、こう考えて

います。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 
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   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  そうしますと、ＪＲと

市と２つの団体でこのように協議しているわけ

ですけども、市長としては、どういった意見を

集めて、どういったところで結論をですね、厳

しく言えばそうですけども、そういったところ

で市民の声をどのような形で吸い上げて、どう

いったところできちんと結論出すのか、その辺

について、考えがあったならばお伺いいたしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  結論を出すには少し時

間がかかると思っています。時間をかけて相談

していきたいと思います。その上で結論を出し

たいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  時間をくれという答弁

だったというふうに思います。私個人的には、

やはり遠野市の方向として、農林業を中心とし

た民泊を含めたそういった形での交流の仕方、

そういったことを求めた方がこの遠野らしい農

業、林業をうまく利用した宿泊施設等々、そう

いったことにもっと力を入れたならば、もっと

よくなるのではないかというふうに私は考えて

います。その辺については、市長が決めること

だというふうに思っております。 

 次の質問ですけども、市民センターの駐車場

の無料化について質問いたします。市民セン

ターは、社会教育施設であり、スポーツの大会

や大ホールでのイベントなど、多くの市民、市

内外の皆さんが利用するところであります。ま

た、市民の健康管理としての市民プールやト

レーニング室、あるいはスポーツ少年団等の利

用とか、いろんな形で利用されております。そ

れは、団体によっては、無料の団体もあるかと

は思いますけれども、遠くから来ている、ファ

ンタジーでも何でもそうですけど、遠くから見

に来ている方々には、完全に有料になっており

ます。やはり、そういった面を考えると、裏の

ほうの整備も必要ですし、あのままで有料とい

うことは、非常に私は考え方がちょっと違うの

かなというふうに思います。 

 この前、水田利活用の見直しの説明がありま

した。100名近い方があえりあに集合し、また

駐車場もほとんどざいのほうから来ていますか

ら、駐車場も満杯になるぐらい入っていました。

説明会終わりましたけれども、やはり渋滞して、

非常にあそこでイベントがあるたびに渋滞して、

裏から出ればすぐ出れるんですけども、それも

できないということで、非常に、雪もありまし

たし、使い勝手の悪い市民センターの駐車場だ

なと私は思っています。そういう面で、ぜひど

んな市民が行っても無料で使える、中に入れば

有料ですよ、これは。中に入れば有料ですけど

も、せめて駐車場は無料にして、みんな使って

くださいよと、こういう形にやっていくのが私

は行政サービスだと思いますが、どうでしょう

か。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  確かに行政サービスで

す。非常に厳しい質問だと思います。課題山積、

財政苦しい状況、その中で経営を考えていかな

ければなりません。様々な料金とか費用を見直

していかなければ、これからの遠野市やってい

けるんだろうかという状況もあります。その点

も含めて考えていかなければいけない課題だと

思います。ただ、その構造的なもの、これ、何

かの動線を変えることでより使いやすくなるの

かどうなのか、その辺についてはしっかりと見

ていかなければいけないと思います。また、あ

る部分、会議やその他については無料化してい

る部分もありますので、その辺も活用しながら、

今のところはどうぞ御対応をいただきたいと思

います。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  時間もありませんので、

以上で市長の分の質問は終わりにさせていただ

きます。 
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 次に、教育長にお伺いいたします。小学校の

今後のあり方についてお伺いいたします。 

 児童の急激な減少、複式学級など、今後の小

学校のあり方について不安を持っています。コ

ミュニティスクールだ、学校運営協議会だと言

われても、コロナによって学校行事など参加す

ることも認められておりません。そんな中にあ

って、令和４年度予算の地域学校協働活動推進

員が載っています。これは、どのような方が選

ばれ、どのような形で活躍するものなのか、そ

の役割についてお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。なお、感

染予防のため、教育長はマスク着用のまま答弁

いたしますので、御了承願います。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  学校運営協議会と、

これを構成する委員は、法によって対象学校の

所在する地域の方、それから在籍する児童生徒

の保護者の方、それから社会教育法で規定する

先ほどありました地域学校協働活動推進員また

はその運営に資する活動を行う方、そして教育

委員会が認める方というふうに４つほどの規定

がございます。 

 御質問にありました地域学校協働活動推進員

の役割でございますけども、地域と学校が連

携・協働して行う活動、これをいわゆる地域学

校協働活動と申しますが、地域の方々と学校と

の間の情報共有を図ること、そして活動を行う

方々に対する助言とか援助を行うこととされて

ございます。 

 本市におきましては、この推進員の役割を担

う方をエリアコーディネーターと位置づけてお

りまして、各中学校区に１名を配置する予定と

しております。 

 中学校区の学校運営協議会の中には、中学校

の部会、そして中学校区にある小学校の部会を

設置する予定でありまして、学校運営協議会に

は、エリアコーディネーターが出席し、中学校

区全ての地域の情報を伝え、協議することとし

ておりますし、各部会におきましては、エリア

コーディネーターとともに地域の代表の方が出

席していただいて、その学校またはその地域に

応じた課題の解決の協議をするということにな

ってございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  時間がなくなりました

ので早めに読み上げますけども、次に、小さな

拠点とのかかわりについてお伺いいたします。 

 何回も言いますが、高齢化社会の中にあって、

これからのコミュニティスクールという立場か

ら、学校側として地域にどのような関わり方が

必要なのかを求められていると思いますが、そ

の内容についてお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  学校運営協議会と小

さな拠点による地域づくり、この運営の関わり

ということでございます。先ほど答弁申し上げ

たとおり、エリアコーディネーターは、地域や

学校への思いを聞くため、地域の会議に参加を

いたします。 

 現在、地域には、小さな拠点による地域づく

りの運営組織が11地区、そして地域教育協議会

も11地区に組織をされてございます。今般各地

域においては、この学校運営協議会制度の導入

に併せて、地域の実情に応じた、組織体制の見

直し等の検討を進めていただいております。 

 この制度を導入する令和４年度、これは、試

行の年と位置づけておりまして、ふるさと教育

を柱にした、小・中・高を貫くキャリア教育に

ついて、エリアコーディネーターの調整のもと

実施していただき、子どもたちのキャリア形成

を図ることにより、最終的には地域の課題解決

にも資するような活動となるよう、来年度は成

果と課題を明確にできるよう取り進めてまいり

たいと考えてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  ちょっと内容わかりに

くいところありましたけれども、小さな拠点の

中に学校教育に関する組織というものをつくる
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ということでしょうか。お尋ねします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  学校運営協議会とい

うのは、学校に設置することとしてございます。

よって学校と地域をつなぐ、つまり小さな拠点

でつくられた地域をつなぐものがエリアコーデ

ィネーターの役目ということでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  エリアコーディネー

ターがつなぎ役ですと言いましたけれども、そ

れは、小さな拠点と学校をつなぐ役割と、こう

いうことでよろしいですか。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  議員お見込みのとお

りでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  子どもは宝というふう

に言われますけれども、その子どもたちを地域、

あるいは学校、両方で育てていくんだという気

持ちだと思います。 

 次に、最後になりますが、小学校のこれから

の展望についてお伺いいたします。 

 それは、小さな学校は親から敬遠されるので

しょうか。小学校入学時には、より児童数の多

い学校を目指してきます。それには、クラブ、

あるいは塾など、大きな要因もあると思います

が、このままですと小さな学校の先が見えてき

ません。切磋琢磨する機会が少ない、授業制約

があるなしなどの課題もあるようです。答弁お

願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  まず、現状といたし

まして、本市の児童数の推移ということでござ

います。市村が合併した翌年度の平成18年度は

1,607人、学級数にして80学級ございましたが、

令和３年度は1,073人、66学級となってござい

ます。 

 この16年間で児童数が534人、学級数にして1

4学級が減少しており、今後においても、この

傾向は続くものというふうに認識をしていると

ころでございます。 

 今後の学校教育ということでございますが、

個別最適な学びと協働的な学びを一体的に展開

するとともに、学校運営への保護者・地域の積

極的な参画を促し、社会に開かれた教育課程を

推進するというのが今後の学校教育でございま

す。 

 具体的には、昨年度、ＧＩＧＡスクール構想

によりまして１人１台端末の整備をいたしまし

て、この端末の活用によって、個別最適な学び、

協働的な学び、具体的に言いますと、それぞれ

児童の一人一人の探究活動に対応する、もしく

は家庭学習の取組に資する、協働的な学習でい

いますと、オンラインによる交流活動や遠隔授

業といった協働的な学びも今後取り進めること

ができるということでございます。 

 少子高齢化というのは本市の課題でもござい

ますが、この中で一番大切なのは、子どもたち

にどのような力をつけてあげられるか、そうい

う環境が提供できるかということでございます。

現在、このＩＣＴを活用した、いわゆる遠隔授

業等も含め、その子どもたちへの環境資源の提

供に努めてまいりたいというふうに考えている

とこでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後２時53分 休憩   

────────────────── 

   午後３時03分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。 

 次に進みます。７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  菊池美也です。国際政

治力学の理不尽さを強く感じるここ数日でござ

います。 

 通告に従いまして、質問をいたします。 

 人口減少や新型コロナウイルス感染症への対
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応などにより国及び地方公共団体の財政状況が

厳しさを増していく中、全国的に今後ますます

多くの公共施設が老朽化による更新時期を迎え

てまいります。遠野市でも公共施設等総合管理

計画が策定され、個別の施設ごとに長寿命化、

そして、統合・廃止を含めた今後の在り方につ

いて示され、着実に計画が進行されているとこ

ろであります。 

 これからは、公的負担を抑制しながら、新た

なビジネス機会の創出による地域活性化の実現

を図りつつ、効率的かつ効果的に良好な公共

サービスを提供していくことが、その方策が求

められてくると思います。 

 ＰＦＩの導入促進がさらに求められていると

認識しております。プライベート・ファイナン

ス・イニシアチブ。頭文字のＰとＦとＩをとっ

てＰＦＩ。プライベート、民間の、ファイナン

ス、資金、イニシアチブ、リーダーシップと計

画。 

 指定管理者制度とＰＦＩ、どちらも民間の手

法を使って、より効率的により効果的に施設運

営などをしていく手法ですが、指定管理者制度

は人に着目した制度、市役所のある種の業務は

民間のほうがうまくできると、施設の管理を市

役所の公務員がやらなくても地元の会社・団体

が管理をすれば、コストも下がりサービスもよ

くなり、かつ市役所は本当に役所がやるべき業

務に集中できる。遠野でも幾つかの施設につい

て、その管理者を選考し、指定し、管理・運営

してもらっています。 

 一方、ＰＦＩの主眼は、民間の資金や投資の

活用です。民間の資金と経営能力、技術力、ノ

ウハウを活用し、公共施設等の設計から建設、

改修、更新や維持管理、運営まで一体的に一括

で行っていただく公共事業。こんな施設を造っ

て運営していきたいがという行政の考えに、構

想の段階で建物の設計案・運営案を募ってプロ

ポーザルにかけ業者を決定いたします。ＰＦＩ

は、企画・計画段階から運営に至るまでの民間

のアイデアを最大限活用できる発注方式です。

民間のノウハウを活かすことで、市民が喜ぶ施

設を建設・運営することが可能となるようでご

ざいます。また、設計から運営までの長期一括

発注で経費削減の効果も期待ができます。良好

なサービス提供と財政健全化が期待できる官民

連携の手法のようでございます。 

 全国のＰＦＩ事業、どうなっているんですか、

どんどん伸びています。いや、聞いたことねー

なあという方もいるかもしれませんが、全国的

には右肩上がり。一度、リーマンショックのと

きに落ち込みましたが、その後の件数と事業費

はぐぐっと伸びています。事業件数、実施団体

数は、着実に増加しています。 

 なお、全ＰＦＩ事業については、内閣府の

ホームページにリストが掲載されていることを

申し添えさせていただきます。 

 最初の質問をいたします。市民サービスの向

上や公的負担抑制への観点などから、公共施設

の整備や維持管理等における民間の能力を活用

することの重要度が増しています。指定管理は、

既存の建物、施設などについての運営を、当該

自治体や外郭団体にとどまらず、公募などで広

く募った事業者に委ねる制度。一方、ＰＦＩは

構想段階から、民間の資金、ノウハウを活かし

ながら進めていく公共事業。遠野市における、

これまでのＰＦＩの取組と今後の方針について

お尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  昨今というよりも、以

前からＰＰＰ、民間の力を使いましょうという

ことが訴えられるようになって、ＰＦＩという

ことにつながってきたわけですね。現在は、そ

の中でも、例えばＢＴＯとかＢＯＴとかＢＯＯ

とか、様々な手法が入っております。 

 遠野では、調べましたところ、学校給食セン

ター、庁舎などについて検討されたというふう

になっております。学校給食センターなどは、

効果が出やすいものだと理解しています。 

 まず、何よりも昨今でいえばＢＴＯという方

式が多いんだろうと、これ、固定資産税の問題

もありますけれども、建築コストが下がるとい
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う部分が大きいようです、どうも。そしてその

後に、運営する側は固定資産税のどういう扱い

になるかということを除いては、その最終的な

ところでは利益が出る。利益が出るという部分

に特化して、やっぱり民間事業者というのは考

えていくわけで、例えば、今、広域でごみ処理

をする、北上そのほかの地域とやっているわけ

ですけども、これではＢＴＯ方式を取られてい

るようです。一番のメリットは建築コスト、運

営コストということになります。 

 遠野でも、これからある可能性はあります。

ただ、人口規模が少なくて、事業規模が小さい

と、そこまで至る部分がどういうものかと、民

間の利益としてはどうかという部分もあります。

様々検討するに値することだと私は考えていま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  ＢＴＯに取り組んだと

いうか、検討したことはあるという御答弁でご

ざいました。ＰＦＩは、まだないんだなという

ことでございます。 

 国としては、法律、ＰＦＩ法を定め、支援も

しっかりやるということで完全に国家戦略とし

て位置づけられています。 

 ＰＦＩをやるとまちがどうなるの、遠野がど

うなるの、ちょっと事例を挙げてみます。 

 パークＰＦＩ、ある種、公園の民営化といっ

ていいのかもしれません。広島県福山市です。

図書館の前に原っぱがありました。だけど、何

にもなかったんですね。そこにＰＦＩを活用し

て地元の事業者が全て民間のお金でめちゃくち

ゃおっしゃれなカフェを造ったんです。何でこ

れがＰＦＩなのというと、福山市は公園の管理

ごとその民間会社に任せた。カフェで売り上げ

た利益を基にこの公園の維持管理もやってくだ

さい。そうすると何が起こったかというと、地

元の自治体・福山市から見ると、この公園の維

持にかけていた管理費が浮いてまいります。カ

フェの売上が上がって税収が増えます。そして、

何もなかった原っぱに人流が生まれました。よ

いことづくめ、市民によし、事業者によし、行

政によし、三方によし、最高の空間が出来上が

っています。 

 何となく、ＰＦＩって節約みたいなイメージ

が残りますが、それだけではありません。地域

の価値がものすごく上がる。地元の事業者が関

わっていますので、地域の仲間とかが何かやろ

うぜと、マルシェに取り組んだり、図書館と連

携して司書さんが出てきて青空の下で本の読み

聞かせが行われたり、ワークショップをやった

りということが起こり始め、毎週末に何かしら

の民間による自主イベントが繰り広げられてい

るようです。何もなかった原っぱに民の力でに

ぎわいができた。周りのお店や商店街にも良い

影響が出ているようです。不動産価値・地価も

上昇しつつある。 

 町なかの公園だからできたんでしょ。いやい

や、静岡県の沼津市はグランピングにＰＦＩを

活用しています。キャンプ場を自治体が運営し

ているところもありますが、ＰＦＩにより森の

中に素敵な空間が出来上がった。 

 さらに、東京のど真ん中、南池袋公園、大都

市のど真ん中でもいけちゃう。本来、都市公園

法で、建設・建築には様々な規制がありますが、

国家戦略です。特区や規制緩和で乗り越えるこ

とができている。うまく活用すれば、地方のデ

ジタル田園都市でこそ、豊かな空間をつくり上

げることができるのではないでしょうか。 

 じゃあ、遠野だったらどうだろう。例えばで

す、高清水の展望台、おしゃれな空間で雲海を

眺める。運動公園の遊具がある広場にカフェが

あったら、清養園の跡地、子どもの城構想、想

像が膨らみます。 

 安倍政権時に大号令、国家戦略。しかし、そ

の実績には、人口規模等により大きな差があり、

特に人口20万人未満の地方公共団体において導

入が進んでいない現状です。 

 大きい自治体ほどやっている。政令市での実

施割合は95％、20万人以下の人口規模になると

６割以下に低下してしまいます。10万人未満と

なるとその実施率は僅かに13％、小さい自治体



－ 67 － 

ほど事例が少ない。むしろこれから伸びしろ、

チャンスがあると考えましょう。 

 国では、令和３年６月にＰＰＰ／ＰＦＩ推進

アクションプランを改定しました。地方公共団

体等への導入促進に向けた積極的な支援を実施

し、上振れの国家予算も組まれています。 

 質問いたします。従来、ＰＰＰ／ＰＦＩ手法

導入優先的検討規程の策定は、人口20万人以上

の地方公共団体に要請がなされておりました。

アクションプランの改定に伴い、内閣府及び総

務省の連名で、人口10万から20万人の自治体に

ついても、2023年度、令和５年度末までの策定

に関する要請が発出をされております。 

 本市における優先的検討規程の策定状況につ

いてお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  今、ＰＦＩの中に様々

な方法があって、ＢＴＯとかＢＯＴとかがあり

ます。それは、固定資産税をどうするとか、ビ

ルドっていう部分をどうするかとか、そういう

ふうなものです。したがって、手法がどんどん

変化して、進化しているというふうに捉えてい

ただければと思います。 

 恐らく、あれを使ってこうするとか、やっぱ

りそういう話っていうのは楽しくなりますね。

どんどん前に向いてく話っていうのはいいと思

います。 

 その中で一つ考えなければいけないのは、Ｐ

ＦＩを使わなくても民間ができるもの、例えば

そこを開放することによってできるこというの

はたくさんあります。高清水のところ、いいで

すね。やっぱりすばらしい、あそこに登ってい

けるようにしたいとか、様々私も夢を持ってい

ます。その中で、キッチンカーが行って、普通

に商売できるとか、公園の中でもできるよとか、

そういう機会を広げていくということも一つ重

要なことかなと。 

 ＰＦＩ、その中で恐らく一番、今、美也議員

のほうからお話があったことは、ＢＴＯって言

われるような手法のものだと思います。これも、

民間がやる、そこに管理がくっついていく、だ

から、経費的に帳尻があるっていう計算でやっ

ていくわけですね。市のほうも、費用が削られ

るし、軽くなっていくと、こういう手法はこれ

から必要だと思います。 

 そのほかにも、やっぱり問題はファイナンス

のところだと思いますので、ファイナンスをど

ういうふうに持ってくるかという部分が出てき

ます。言ってみれば、例えば本の森も、御寄附

を頂いて市が若干ファイナンスをつけたとすれ

ば、その運営を民間がやれば、それこそＰＦＩ

の形にすぐなる。ただ、今回の場合は、そうい

うふうな手法でなくても、安藤先生から多額の

御寄附を頂けたというようなものだと理解して

いただければと思います。 

 この部分をしっかり使っていくわけですけれ

ども、どこでメリットをつくって、どこで利益

を生むかということを考えながら、ＰＦＩの優

先順位、優先検討規程、この策定は必要になっ

てくると考えています。遠野市で、そういう案

件が生まれてくる可能性はありますので、将来

に向けて検討していきたい部分であります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  私も、その優先的検討

規程、策定しておいたほうがいいんじゃないか

という思いで質問、改めてさせていただきます。 

 コロナ禍で遠出ができない日々が続き、最寄

りの公園や図書館などの公共施設の重要さに気

づいた方も多いのではないでしょうか。官民連

携の新しい公共事業の姿を模索できればいいな

と考えております。 

 優先的検討規程、対象となる事業について、

従来手法よりも効率的・効果的な実施手法がな

いかどうか、まずは検討することを原則と定め

るルールであり、導入効果を簡易的に調べる方

法や具体的な手続をまとめたガイドラインにな

ります。公共施設を建設あるいは大規模改修す

る際には、まずＰＦＩを検討してみようという

ものです。 

 10万人の人口規模を下回っている自治体でも
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策定が済んでいるところが実際にございます。

この優先的検討規程をつくっておくべきではあ

りませんか。本規程をいつ頃策定するのか、見

解を問いたいと存じます。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  策定時期については、

まだ未定でございます。ただし、今、議員がお

っしゃったように、これはつくっておくという

部分では必要なことだと認識していますので、

今の遠野市が抱える課題に対して、どういうふ

うに対応していくかというところを考えた上で、

必要な優先規程というのはあるべきと理解して

います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  ＰＦＩをやると、東京

から大企業が来て、利益を全部持って行ってし

まうんじゃないか、横文字ですし、何となくそ

んなイメージがある。地元の企業からも、俺た

ち参加できないんじゃないの、こういう心配が

上がるかもしれません。令和元年度の地域企業

の参画割合の実績は87％、代表企業の割合は4

7％。ちゃんと地域経済の振興にも役立ってい

ます。これまで大規模公共事業が特に多かった

のですが、今後、小さな事業にも活用されるよ

うになれば、この割合はもっと増していく。地

元企業ならではのノウハウ、地域特性を活かせ

そうです。 

 ＰＦＩの活用によって税金を使わなくなっち

ゃったら、つまり自治体の歳出が削減されたら、

その分、地方財政措置、自治体に来るお金が減

らされるんじゃないか、心配もあります。減り

ません。国から自治体に来るお金は減らされま

せん。国家戦略です。やった分だけ地方自治体

の財政が助かる、別の投資に回せる。 

 しかしながら、ノウハウを持っている人とそ

うじゃない人、持っている地域と持っていない

地域とでは格差が生じるのが自明です。この格

差が、ＰＦＩを活用している都市部と活用事業

が少ない小さな自治体の実績に表れています。

人を手配することが大事、国が費用を持って、

専門家を派遣するスキームも用意されています。

また、初期投資、地元だけじゃなかなか厳しい

よなというところには、ＰＦＩ機構・ファンド

も用意されているようでございます。 

 質問いたします。民間を巻き込んだ手法とし

てのＰＦＩ、行政、金融機関、大学等の関係者

が集い、ＰＦＩ事業のノウハウ取得や官民対話

等の情報交換の場、いわゆる地域プラットフ

ォームが全国各地で数多く設置されています。

官民の対話を通じて、地域関係者のＰＦＩに対

する理解度が向上し、ＰＦＩ事業の形成につな

がっていると聞いております。 

 現在の遠野市におけるＰＦＩ地域プラットフ

ォームの参画状況についてお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  現在、そういうプラッ

トフォームが求められているということは、Ｐ

ＦＩをどうするかということも同時に、どうい

うふうにして地域を経営していくかという上で

は、非常に重要なことだと理解しています。 

 そこで、産学官そして金、これらの対話とい

うのは非常に重要です。当市も、様々な大学と

も関連しているはずです。最近ではＤＸ、その

部分でも大学との関係というのは重要になって

きています。その辺も含めて民間ノウハウの活

用の仕方、多種多様な方法がありますので、こ

れは検討していかなければなりません。 

 地域のプラットフォーム形成・参加、これに

関しては、若干遠野市は遅れているかもしれま

せん。これから課題、重要な課題の一つとして

取り組んでいくべきことと認識しています。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  プラットフォームには

参加をしていない、そのとおりですよね。ＰＦ

Ｉ、これからやっていこうという段階ですから。 

 その点についてちょっと質問をさせていただ

きます。都会はエンタメが充実しています。我

がまちにだって、おしゃれなすてきな空間を民
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の力でつくることができるはず。自然豊かな中

で建物がいい感じになるだけでも、そのエリア

の魅力が物すごく上がる。 

 国家戦略です。内閣府及び国交省は、ＰＦＩ

プラットフォームの活動を積極的に支援してい

ます。参画はしていない、でしたら、遠野とし

てＰＦＩ地域プラットフォームを立ち上げては

いかがですか。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  それは、状況によって

選択肢の一つになると思います。さらに、民間

投融資、これも進めていくという考え方を持っ

ていないと、行政だけが先に行っても進みませ

ん。それから、土地の利活用、公共が持ってい

る土地の活用、そこに建物を持っていく、もし

くは施設を持っていく、その上でのメリット、

組み方、これらも小さい市町村としては考えて

いかなければなりません。 

 私は、まず民間にできることを民間の力でや

って利益を出していただくという方法を推薦し

ていって、事業を促進していきたいなと思いま

す。その中で、民間であっても行政と話をする

中で、ＰＦＩのシステムを活用するとか、ＢＴ

Ｏ、ＢＯＴ、この辺のところを活用するとかっ

ていうことは出てくることになります。 

 ちなみに、これから必要な施設についても、

その検討の範囲に入ってくると思います。いず

れ遠からずそういう状況は来るだろうと思いま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  優先的検討規程あるい

は地域プラットフォーム、準備ということがあ

っていいのかなという思いで提案させていただ

きました。どの公共施設にこれを当て込みなさ

いというわけじゃなくて、考える、検討すると

いうことが大事になると思いますので、用意だ

けはしておくべきなのかなという思いでござい

ます。 

 遠野を離れた同級生や後輩たちが帰省した際

に、「おしゃれな建物建ってんじゃん」「変わ

ってんじゃね」と少しでも思ってもらえれば、

都会志向から原点回帰に流れを変えることにつ

ながるかもしれません。 

 デジタル田園都市時代のリーダーとして、市

長にはＰＦＩに積極的に取り組んでもらいたい。

国と自治体の財政が厳しくなっていく中で、官

と民が力を合わせて知恵を出し合いながら、新

しい遠野の魅力をつくり出していく、ウィズコ

ロナの遠野のポテンシャルをＰＦＩによってさ

らに高めていくことを、今後、期待をいたしま

す。 

 ここからは、教育長にお伺いいたします。 

 平成25年の春に、８校の中学校がその歴史を

閉じ、３校の市立中学校と、花巻清風支援学校

遠野分教室中学部がそれぞれ開校・移設されて、

令和４年度は10年目を迎えるところでございま

す。議会でも中学校再編の調査特別委員会が設

置されるなど、様々な調査と検討・協議を経て、

現在の状況にあろうかと存じます。当時、様々

なことが懸念されておりました。 

 最初の質問をいたします。学校設置者として、

中学校の再編について、総じてどのような評価

をしているのか教育長にお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。先ほども

申し上げましたが、教育長は、感染予防のため、

マスク着用のまま答弁いたします。御了承願い

ます。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  本市における中学校

の再編は、平成19年６月の遠野市立中学校再編

成検討委員会の設置から約６年間を要し、その

間説明会等を115回開催し、延べ2,236人に及ぶ

市民との協議等を経て、平成25年４月に新設校

３校として開校しております。 

 中学校再編は、義務教育の目的である社会に

おいて自立的に生きる基礎を培う環境の提供と、

急激な少子化の進展及び複雑かつ激しい社会変

化の中、「知・徳・体」のバランスの取れた人

間形成と「生きる力」を育む教育環境の充実に

向けたものであり、基本的視点として、20年ほ
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どの見通しの中で再編成の効果が期待できるも

のとして策定された計画でございます。 

 再編後これまで、中学校区単位による新たな

学力の向上策やふるさと教育を柱としたキャリ

ア教育等を進め、小中学校が連携した取組を推

進してまいりました。 

 中学校再編から９年を経過する現在、小中学

校の相互の連携が進展し、子どもたちの生きる

力が育まれてきているものと捉えており、再編

により期待していた効果が見えてきていると評

価しているところでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  20年間を視点に目標を

設置して、目標というか期待、効果の評価をす

ることを設定していたようですが、その中間点

で確認をさせていただきました。総じて目標を

達成できている、成果としてよいものとして受

け止めているということでございます。 

 それでは、再編計画では部活動の選択が広が

るとか競争の意識が高まることなど、効果が示

されたかと思います。生徒への教育効果につい

ては、どのような評価をしているのでしょうか。

また、もし課題がありましたら、併せてお示し

ください。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  生徒への教育的効果

につきましては、学力向上と、それから部活動

の状況に関わって答弁をさせていただきたいと

いうふうに思います。 

 遠野市が実施している学力調査は、知能検査

と学力検査を組み合わせて実施しておりまして、

「知能から期待できる学力」を発揮できている

かどうかを評価の一つの観点としております。 

 中学生においては、知能から期待される学力

を発揮している生徒の割合が、平成28年度の7

2％から、令和３年度には84％となっており、

この向上が認められる状況にございます。 

 一方、部活動の選択肢においては、各中学校

男女ともに５種類程度の部活動が選択できる学

校規模を目指す計画としておりましたが、おお

むね達成している状況にあるとともに、個人競

技などで部活動以外の校外活動にも取り組む生

徒の活躍も増えている状況にございます。 

 部活動等の主な実績といたしましては、遠野

中学校サッカー部の県中学校総合体育大会優勝

や遠野中学校、遠野西中学校野球部の県新人大

会優勝、遠野東中学校、遠野西中学校の全国中

学校総合文化祭の出場など市内３中学校がまさ

に競い合うように大きな成果を上げているほか、

生徒個人の多様な活動においても同様に成果を

上げている状況でございます。 

 このような活躍の背景といたしましては、３

中学校それぞれが切磋琢磨しているとともに、

生徒同士が相互に目標に向かって成長し合う教

育環境が整ってきているものと推察していると

ころでございます。 

 生徒への教育効果に関わっての課題といたし

ましては、ふるさと教育に関わって地域の伝

統・文化について伝えることのできる地域講師

の担い手の高齢化や人材不足に対応した体制の

再構築の必要性等、地域との連携が挙げられま

す。 

 これらにつきましては、来年度からスタート

する学校運営協議会制度、いわゆるコミュニテ

ィ・スクールにおける地域との連携・協働の協

議の中で解決していきたいなというふうに思っ

ているところでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  部活動の成果について

は、個人活動のみならず、文化部、体育部、成

長が見られているということでございますし、

ちょっと課題としてはふるさと教育の部分、地

域との連携、これがもう少し頑張っていかなけ

ればいけないんじゃないかという認識のようで

ございます。 

 地域との連携について、それらの重なる御答

弁になるかもしれませんが、通告しておりまし

たので、質問させていただきます。 

 中学校再編により、歴史を閉じてしまう寂し
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さとともに、中学校がなくなってしまう、地域

の活力が失われる、地域が衰退してしまうなど

の心配の声も上がったことを承知しております。

地域づくりの視点からは、この中学校再編、ど

のような評価をしていますか。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  議員御指摘のとおり、

当時、中学校再編による地域活力の低下や地域

の衰退等を心配する御意見も頂戴してございま

した。 

 特にも次代を担う中学生への地域の芸能文化

の継承などの取組については、様々な議論を経

て学校と地域間の調整により、現在、総合的な

学習の時間の中で魅力ある学校づくり事業を活

用し、地域の講師の指導を頂きながら郷土芸能

の伝承活動にも取り組んでおるところでござい

ます。 

 郷土芸能の伝承活動の取組の大きな成果とし

ましては、先に紹介しました全国中学校総合文

化祭のステージ発表で「語り部」や「しし踊

り」、「御祝い」を披露することができたこと。

さらには全国大会出場を地域の方々に大変喜ん

でいただくとともに、出場に係る経費の一部を

地域の皆様の御寄附により支えていただいたこ

とが挙げられます。 

 このような生徒の頑張りや実績は、地域にと

っても大きな喜びとなり、地域活力の高揚や発

展に寄与しているものと評価しているところで

ございます。 

 学校運営協議会制度を導入することにより、

学校と家庭・地域の課題の共有と解決に向けた

具体の協議が進み、地域に開かれた学校運営と

児童生徒の人材育成の充実が図られるものと考

えてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  地域住民の皆さんが学

校の運営に参画する制度、コミュニティスクー

ルの導入が全国でも進んでいます。2017年の法

改正で教育委員会の努力義務となり、文部科学

省が全公立校への導入を目指しています。導入

された公立学校は、昨年５月時点で全体の33％

に当たる１万1,856校に上っています。 

 遠野においても、御案内のとおり令和４年度

からコミュニティスクール制度が始まろうとし

ております。地域に開かれた学校から地域とと

もにある学校へ、新たな取組となります。 

 教育長には、令和元年、2019年12月定例会の

一般質問においても、コミュニティスクールに

ついての認識と御見解を御答弁いただいており

ました。２年ほど前と現在とでは状況の変化が

あるのかもしれません。コミュニティスクール

導入を直前にして、改めてお尋ねさせていただ

きます。 

 コミュニティスクールによって期待される児

童・生徒への教育的な効果はどのようなものが

ありますでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  コミュニティスクー

ルによって期待される、児童生徒への教育的な

効果にはどのようなものがあるかという御質問

でございますが、令和元年12月定例会での議員

の御質問に対しまして「学校運営協議会を設置

したことにより期待される成果とすれば、子ど

もたちが生きる力を育むことである」と答弁さ

せていただきました。その考えに現在も変わり

はございません。 

 令和４年度教育行政推進の基本方針では、小

中高を貫くふるさと教育を柱とした遠野市キャ

リアパスポートを活用し、12年間を見通した取

組を進めていくことについてお示しさせていた

だきました。 

 このキャリアパスポートは令和２年度、ふる

さと教育を柱に再構築し、児童生徒のキャリア

形成を目指す一つの指針的なものとして策定を

したところでございます。 

 この取組を、コミュニティスクールの中に位

置づけ、地域で学習活動を支えていくことによ

り、子どもたちの生きる力を育むことに資する

と考えてございます。 
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○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  今、コミュニティス

クールによって、教育長がその効果として期待

するそのうちの一つは、子どもたちの生きる力

を育む、そこに資するということでございまし

た。 

 それでは、次の質問です。コミュニティス

クールによって地域と学校の連携が深まれば、

子どもに多様な学びを提供できるだけでなく、

生きる力を育むだけでなく、新型コロナウイル

ス対応などで業務に追われる教員の負担軽減に

もつながると言われています。 

 地域や家庭との役割分担により、教員の残業

時間を平均で約３割減らすことができたという

岡山県の小学校もあるようでございます。 

 導入することによって、学校・教職員に対す

る効果としては、どのようなことを教育長は期

待いたしますか。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  学校・教職員に対す

る効果として期待されることは何かという御質

問でございます。 

 令和２年度の国の実証研究報告書によると、

コミュニティスクール導入によって校長が成果

を実感したこととして、「地域人材が活用され

るようになった」が最上位にあります。それに

伴って、「新たな教育活動の時間が生まれた」、

「学習指導の創意工夫が図られた」など、教育

活動そのものの改善が実現したという効果を感

じてくる割合が高くなってございます。また、

御指摘いただきました「教職員の働き方が改善

された」というふうに効果を感じている割合も

年々高くなっている状況でございます。 

 本市においても、今挙げました３つの効果は

期待されるものと考えております。そして、こ

れら学校・教職員に対する効果が、子どもたち

の成長につながることが何よりも肝要なことで

あると捉えてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  厳しい気候であるとか、

生活上のいろいろな必要もあって、自然発生的

に存在していたかつての地域のつながりは、今

は半ば作為的にやらないとなかなか築いていけ

ないのかもしれません。 

 ＰＴＡにコミュニティ、Ｃを加えたＰＴＣＡ

で、多様化する子育てニーズに対応し、わらす

っこの育ちを見守っていくことが、これまでも、

今後も望まれてくるところであります。 

 コミュニティスクールでは、住民がやりがい

を感じながら学校を支える活動に参加できるよ

うなしくみが求められています。京都市内の小

学校では、住民が地域に伝わる遊びやものづく

りを児童に伝えたり、校内清掃や図書室の本棚

の整理について、保護者でもなく、御家族の中

に児童生徒がいなくても、積極的にお手伝いを

しております。これまでもふるさと教育を通し

て、地域の皆様と学校、深い関わりを持ってま

いりましたし、その取組は当然のことながら継

続されていくことと思いますが、改めて地域づ

くりの視点でＣＳに期待する効果についてお考

えを伺いたいと存じます。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  令和４年度遠野市教

育行政推進の基本方針で申し上げたとおり、本

市の学校運営協議会は、地域の皆さんの学校運

営への参画を得て、ふるさと教育の推進、学校

や地域を取り巻く諸課題への対応を進め、地域

で子どもたちの生きる力を育むことを目的とし

ております。 

 地域づくりの視点で期待される効果について

という御質問でございますが、繰り返しになり

ますが、令和元年12月定例会での議員の御質問

に対しまして、「学校運営協議会を設置したこ

とにより期待される成果とすれば、子どもたち

が生きる力を育むことである」と答弁させてい

ただきました。また、「地域の方々が学校運営

に関わることで、地域の方々が自己有用感を感

じられる等、相互補完的で相互成長できる成果
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が期待できる」とも答弁しており、その考えは

現在も変わってございません。 

 学校運営協議会は、令和４年度初めて設置す

る予定であります。令和４年度は試行の年、令

和５年度を本格実施の年と位置づけております。

来年度は、試行しながら成果と課題を明らかに

し、よりよい取組となるように取り進めてまい

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  文部科学省のコミュニ

ティスクール制度検討会議は、学校運営協議会

に児童生徒が関わることも提言をしています。

学校生活に関する子どもたちの要望に耳を傾け、

核家族が多い状況の中、世代を超えた交流がよ

り大切になってくるものと考えます。コミュニ

ティスクール制度そのものを知ってもらうため

の情報発信と環境の調整により工夫を凝らして

いただくことを求めて質問を終わります。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。本

日の会議はここまでとし、散会いたしたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、本日はこれにて散会いたします。お疲

れさまでした。 

   午後３時49分 散会   
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